
マツダ 貴 空 管 UZ -2 A 5 

C 傍 熱型 お段ぺ - M 、 一 ド） 



規格る 特巧 



加熱 繊條 電壓 2*5 ダ ホん ト 
加熱 繊條韻 流 L 75 アム A ァ 
を お 〔ザ 巧） 1 巧 巧 

を 火 株 徑が镜 
り を 巧 U 園 

プレート お遞 C お 火） 250 グホ ルト 
擅おク •り ッド谐 腿 C 躬大 ） 2 が） ゲ ホルト 
制御 グ，； ッド 巧: 酿- がぶ ゲ ォ心ト 
プレー ト な 流 34 ミ 9 ア A ペア 
遮おグ •リツ ド 常 流ん 5 ミリアム ペア 
內部 巧が 〔み） 100,00 0 ホ-ム 
が 觸 お数 （約） 220 

傅游 率ん 200 マイ グロち 一 

紙 が 7 ぶ 00 オーム 


化 力 3 ヴツト 

用 途 

マツダ 贷 •を餘 I ； Z -2 A 5 け 傍 熱型 常 力 增搞用 五擁替 でも 
りまして、 一般 巧 流タ倍 機の 終 段 用と して 推獎 されろ i の 
でもり まず 〇 傍 熱型と 致しました 祐果け 非常に > 、ムが 少な 
くな りました 0 又が む K の UY •な 7 ペン トードに 比し 音質が 
非常に 優れて 居ろ と 同時に、 化 力に かても 約 10% を 加して 
3 ヴツト となつ て 居りまず 0 

が IJZ -2 A 5 は A 級增插 用て 單 球、 ブシュ ブルの 巧れ に 
もが 用ず ろ 事が 巧來 まず 0 陽 搪電壓 巧 0 ダ ホ かトで セ, レフ、 
パイ ァス として 使用ず ろ 場合の バイァス 巧 おけ 約 410 ホー 
A が遮當 でありまず C 义 その 攜合 ブシュ プルと なる 場合 じ 


け その 牆抗 値は 約 1ム が適當 でわリ まず 0 尙ほ 入力 結合には 
トラ ソス义 は イソ ピー ダンスが 合力 《推 輿され、 装し 巧扰結 
合と ずろ 場合には グリッド 結合 抵抗は 1 メグ オームな 上と 
ならざる やうに 义 固を バイアスの 場合には 1 が)， 0 が） ホーム 
迄に 願 ひまず 0 



を惹 この U スー 2 A 5 のを 內 には 葵し い 紫 白を 0 光り も 
化ず ことが をり まずが、 これは 一般に 中され ろ グローで け 
なく、 陰極から な 射されろ 陰巧綠 のた々 にを すろ もので、 
が通樂 光と 呼 にれ て 括ろ もので もりまず 0 
化つ て 特性 上义 使用と みし i 差を がない のでを りまして 
御を ふして 御 使 化 下さい 0 


7 クブ运 をを 



I 00 200 300 400 500 


巧 巧 霞な £ p げか レト) 


マツダ 眞空管 U ん 2 A 6 

♦ 

(巧 ニ 械商增 幅 率 三 祕餘） 

規巧及 巧 お 

を お （平 轉） 1 巧 巧 
な 徑 （か 大） が 巧 
加熱 纖が 爾壓 2 ぶゲ ホ, レト 
力 n 熱總條 お 流 L 0 ァ ふ ペァ 
n なが 岡 

プレート 帶脈 C を大） 巧 0 ゲオ ，レト 
制御 グリ クド爾 脈- 2 ゲ ホ, レト 

が 幅た 数 W 0 
內 郁 巧 が 91，000 オーム 

和 互ゴゾ ダグ タン ス し 100 マイ グロ モー 
ブレー ト货 流ん S ミリ ゾム ペグ 

用 途 

マツダ おを 絳 UZ - 2 A 6 は UZ - 55 の ミ標を 部を/ 离お蛹 
缉ミ にした 巧ニ插 H 攝で わりまず 0 おつて お 波、 が 幅ぶ 自動 
音 忍 制御を 同時にな し 得る 换 設計 されれ もので あ パえ が 0 




辟が 堪ぶ kT リアい ペア} 


• 4 另 12 16 20 24 
ニ極嘗 鴨碰霉 巧け かし ト） 

が ほ H 爲管お 低周波の 巧 お 結合 お 幅と する 場合に け 種々 
の 値が 用 ひられ まずが、 みは その 例で ありまず。 
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暢柿霞 流み 化 (ミ Ur 么ぺ己 • 


と 岡 回路のを お数は 下記© 如し 


ん 

一 150 

マイク 

P 

参 

マ 

イク ロ •フ アラ ツド 

(ノ ’2 

— 0.5 

マイク 

a 

• 

フ 

アラ ツド化 上 


— 0•0(、> 

— 0•! 

ブ 

ィ 

ク 

ロ •プア ラタ ド 

〇4 

: 一 0,0001 マイ 

ク 

P 

碧 

フ アラダ ド 化 下 

も ，1 

; 一 下記 おも 參照 




R ， 

; 一 0.5 

メグ ホ 

一 

ふ 



m M こ 邮リ〇〇 

1が 

180 250 ゲ ホ， レ 


グリ ツド電 脈- 



-1ぃ35 ゲ ホル’ 1、 


バ^ア ス巧お 

巧, 000 

10,000 

も 000 

5 ぶ 00 ナ • A 

負荷 巧が 

0.5 

0 ぶ 

0 ぶ 

0.5 メグ 才ー A 

0,5 ォ-ム 

グリジ ド 巧 枕 
(みの 眞を替 ） 

0 ぶ 

0 ぶ 

0,5 

プンー ト带流 

0.07 

0.11 

0，14 

0,24 ミ リグ ふぺブ 

を大 か, カ语旅 
(尖 頭 値） 

U 〜 19 

19 〜巧 

30^38 が^ 44 ゲ オ瓜ト 

お 脈 巧 幅を 

37 

48 

55 

58 


な蔥 壞大 出力 電壓じ ニ ッの數 おが 示されて 居りまず が 
左の 数値は 無 歪 値、 右の 數 値は タ みの 歪み 含んだ 値で ず。 


マツダ 眞空管 Ut -2 A 7 

(•お r リツ ド セ捶替 0 


規巧 及特巧 


を 扮:ザ 巧） 

む 火 を 禪 
【-! . な 

わ ロ熱銷 條巧壓 
加熱 雜條な 流 

プレード 带酿 

遮蔽 グリ 言 ド带脈 C が H 、 
陽 グリ ダ •巧跟 〔第 づ 
制御 グリッド 带鹏 C 鑽 四） 
を 力 ソード 巧: 流 


用 


巧 五） 


1 巧綻 
38 % 

巧 16 圆 

2,5 ダオ) V ト 
1.0 ア A A ア 
巧 0 ゲ オかト 
100 ゲホ クレト 
200 ゲ オタ V ト 

- 3 ダ ホ; V 1、 C 瑕 ル) 
14 ミリアム ペア 


途 


iUt -2 A 7 は スーパー •ヘテロ ダインの 巧 波 敎變坡 器に 使 
用 さむろ むので ありまして、 お 朱 厨部發 振を と、， 巧 ー檢波 
巧 おが ひた 盛に、 この Ut - 2 A 7 —個?^ 使用ず ろ 事に ふつて 
完全に その 兩 をの 働 さブ ぉなさし みろ I ので ありまず 0 


5 

S2 



画 嘯 


巧 巧 數變换 器© 用を 


2.5 

ム 5 

ム 5 

グ オ瓜ト 

100 

巧 0 

が 0 

ゲ ホ， レト 

50 

50 

100 

ゲホ クレト 

100 

150 

250 

ゲ オルト 

-1.5 

- 1.5 

-3 

ゲォ 'レト 

， 000 

20,000 

50,000 

ホーム 

0 ぶ 

!♦0 

0 ♦•が) 

メグ オー 

350 

300 

520 

マイクロ 


フツブ 展を菅 
Ut づ A7 
Ef 心 V 


Ep • 2507 
E が 【むけ)*] OOV 
E をバ 4) い 3 マ 
Uf パ 2) A 1007 
Eo みく 巧 • ） • 60 V 
る 女 プリが 化れ、 50000 巧 


140 


じ 。® 

100 置 

ち I 

80 由 

區 

60 を 


40 


20 


II 

m 

5 

m 


0 .2 .4 .6 .8 1.0 1.2 U 1 お 

孩诗巧 巧 （メグ 巧-心） 


7 


ク * リツ ド、 

バイアス 

-20 

- 2 U 

- 45 

ゲ 

オ ，ント 

(變換 コン ダヴ タソス = 

2 マイ 

クロ モ 

一） 



プ レ— 

ト淮流 

1.3 

し 0 

3.5 

* 

> 

、 

リアム ペア 

遮蔽 グリ ッ 

ド潛流 

2.5 

2 ぶ 

2.2 

* 

> 

、 

リアム ペア 

陽 グリジ 

ド 常 流 

ん 3 

ん 9 

4.0 

* 

、 

、 

リアム ペア 

發振 グリ ッ 

ド？ 至 流 

1.2 

1.5 

0.7 

* 

、 

9 アム A ア 

力 ソード 貨御巧 お 

150 

150 

300 

ホ 

一 ふ 

m/l 比 


0 •が 

0.35 

( U 5 





C = 0，1 マ イッ ロフッ ラッド 

=〇2= バリ ゴソ 

Cg = 0.001 U 〜 0,0002 マイ グ U ファ ラッド 

= 200 マイクロ、 マ イッ n 、 フグ ラッド 

Li ; L2 參 照次阔 

も =10, 000 — な， 000 Q，rEfi 各 =50 V ；) 

=2 も 誦^— 50 ぶ 00 み （Es 各 = 巧 V ) 

=60 ，黑 一100, 000 な け : S ヴ =100 V ) 

ぉ2 = 前 其の 特 倘を參 照。 

も =20,0000. 

(但し プレ-ト 電跟 2 〇〇 ゲ ホん ト巧 _と0 場合に 使用ず） 


了 レート コイ か ク * 、） ツド コイ 瓜 

捲 線 ぉ 90 

捲 線/が 113 100 

イン ダグ タン 200 uJI . 



相ぶ イ ソググ タソ ス (グリ グ ド、 プレート 間） _〇 巧 

グ リツ ド、 コイ, レ 


5 ご 卓 H 



がを イソ ダク タゾ ス （ グリッド 、プレート J 間 — 9 30 

ーグ ）） ツ ド、 づ イク レ 


注意 饥- 2 A 7 と识- OA 7 はを く同規 がて 繊條 電壓 のみ 
ぉ 異にず 0 が ほ、 2 ゲオか ト級义 は 1 ゲオ ，レ ト紋の 直流 お 
ット にげ UZ — 135 が 推 獎が來 えす 0 
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マツダ 真空管 Ut -2 B 7 

〔巧 ニ捷お 極嘗） 


規巧 及特お 


を お (平均) 
な徑 (最大） 
日 な 

加熱 繊條 電陳 
加熱 潍條 電流 


U 5 巧 
お 巧 
巧の 園 
2 ぶゲオ 

]•0 アム 


，レト 

ぺブ 


五 摇を部 C 高、 中間 周波％ 幅） 
レート 帶嘘 100 180 250 ゲ オルト 

遮蔽 グリ ク ドな 壓 100 75 100 グ オクレ）、 

制御 グリッド 帝 腿 - 3 - 3 - 3 ゲナ / レト 

帮幅あ 数が 5 840 
巧 部 巧 お 0.3 

辄 互づソ ダク タン ス 9 が 

プレート 谣流 も 8 

グリッド 、バイアス* 一 17 

遮蔽 グ 9 クド帶 流 1.7 0,9 


800 

1.0 

840 

3.4 



0,8 メグ オーム 
K ) 00 マイクロ モー 
ん 0 ミ、） ァ A ペア 
- 17 ゲ オクレ ト 
1 •り ミリアム ペア 


* 力 ソード、 電流 カク ト 、オフず ろ 


用 途 

IH*2B7 はな ニ 極 五極替 でぁりまして おが、 が 幅、 ぶび 肖 
動晉虽 制が 二が 用し 得られろ も© でぁりまして の- 2 AG の 
H 裙嘗 る^ 五械 答に 改 おした ^ のでち りまず 0 

この 五插 嘗ロ离 周波、 及 中間 周波には 上記の 特性 表に て 
示されて 居りまず 0 ホ脏 周な 州と しても 推獎 m 來ろ i ので 
わりまず 0 其の 場合は み ざの か 吝特げ となりまず 0 

巧 周 渡巧惰 


プン —ト供 給電 脈 2.50 ゲ ホかト 

灌あグ 9 ツ ドを!！ が ゲ オルト 



制御 グ * 、） ッド電 振 -ん 5 ゲオ; レト 

負荷 おが 0.2 メグ オーム 

プレー ト 電流 0 •が ミリア A ペア 

化し、 プレ-ト 供給 電壓 はを 荷 巧 あに ふろ 帶壓 降下 お 加 
逆した ろ の。 



ニ極嘗 部は UX - 2 乂 6 も 御參照 下さい 0 
注蔥 ：一 仍 -6 B 7 は Ut -2 B 7 と同規 がな ろ も 加熱 織條の 
規格の み 異なろ ものな り 0 



この Ut — 2 B 7 は スパー、 ヘテロ ダイン 等に がて 高周波ぶ 
* 中間 用 波の レフ ンッ クスと しても 用 ひふれ まずが、 义簡單 
な 巧 信が を 4 なぶて ろに も 役立ち、 整流 管と この Ut -2 B 7 の 
ニ 球で ン フン ジグ スじ用 ひ、 立派な を 信 機を •がろ 等: が化來 
まず 6 


II 



マツダ 眞を管 UX -12 A 

規艳及 特性 

總 條常歷 5 ぶゲ ォル 1、 

鄉條常 流 0 •な アム ぺ T 

で 巧を お 105 巧 

な 火戚徑 が 巧 

II な 巧 1 阔 

巧 幅 用 

ゾ レート 帶腿 9 り 1が 180 ゲ ホ， レト 

グ、 、クツ ド谐壓 ••弓 - 10 -け ゲ ホ， レト 

が 幅 お 7.5 7.0 7.5 

內部巧 お 5,00 りん 700 4, 100 ホーム 

相ぶ コン ダク タン ス 1，500 1,000 1,800 マイ シロち 一 
プ レ— ト难流 5.0 け ぃう 8,5 ミ 0 アムべ-/ 

な 荷 巧 お ん000 も 500 9，が0 ホー ふ 

媛 火 お ブ J 81 120 270 ミ 9 ヴツト 

巧 途 

マツダ 眞连が U んじ A け 遊 ホした を 近の 巧 術に 化って 從 
來の U ん USA じ 火 改なも 加へ たを 斩型 ミ權 巧を 锭 でもり 
まず 〇 

使用を な 從來の UX -112 A とを く閒 様でありまして お 幅 

巧 じげ 勿 諭 プン- ト檢波 用と して i 常に 商 能率に 働 作歡し 
まず 0 

檢渡巧 

(プレート 檢 波） 

プレート 瑶壓 90 135 ゲ才 /い ト 

グリ クド 電壓 -11 一 化ゲォ ，レト 
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50 100 150 200 250 300 350 

プし -ト II 巧げ か！ >) 




5 0 5 0 5 0 
3 3 2 2 I — 

プ し— ト電商 (ミリアム ペア】 


5 0 


つし— X 盛ぶ てり ア厶 ベア} 


0 


5 


0 


— 23 — 



マつ ダ 眞を管 KX -12 B 


規格 及特巧 


ザ 

巧 

全 

お 

を 

大 

鹰 

惜 

繊 

條 

お 

脈 

雑 

條 

電 

流 

巧 



を 



103 巧 
が 巧 

5,0 ゲ ナかト 

0 ••弓 アム ペア 

ぶ 3 綺 

180 ゲ ホ, レト 
; ミ 0 ミリアム 

を 


巧 流な 火電壓 (連 練） 

最火 m 力 常 流 （巧） ； ミ U ミリアム A ア 

用 

マツダ 眞を薛 KX -1 2 みて 遊 ホした 最近の 
技術 じ 化つ て おおの KX - 112 H に大 改良/ぉ 
施した 半 波 眞を載 流を であり 支ず 0 
か I ミが 用法げ お ホの KX - 112 B と 全く 同が でありを して 
その 儘 掃坡へ 使用 化 ホろ のみでな く 最近の ル 型 受信機に を 
適の i ので ありまず 0 


简； 


刚 S 




な 巧ち 巧 （ミリアム ペア: 


一 14 一 



用 途 

マツダ おを を UY -24 B け 傍 熱型 遮蔽 グ，） ツド 四愧眞 をを 


マツダ 眞を营 UY -24 B 

( UY -2 なの 改お 型） 

規格 及 おせ 


直 徑 (最大） がが い 

を 長 (平均） 1 巧 巧 /. 

加熱 縱が 帶酿 ‘ム 5 グ ホ心ト 

加熱 雄 條带流 1.75 ァ ペァ I 

U 金 第 9 圖 r 

プレート 常壓 （最大） 180 250 ゲオ ，レト V 

遮蔽 グリジ ド 〇〇 90, ゲ才 ，レ 1、 

雕壓 C 於が 9 U 

グ * リツ ド帝歴 -ん〇 -3.0 ゲ ホ; レト 

が 幅 率 400 630 

內 部巧抗 400,00 0 600, 000 オーム 
巧を ゴソ ダク タソス 1，000 1，05 0、 V イク 

プレート 馆施 4 4 ミ 9 ァ 

遮蔽 グリ ツド寬 流 1，7 1.7 ミリ ア 


第 9 圖 


90 


90 ゲ ホ， レト 




一 巧 — 


で、 お 幅 率が プン -ト •ク ’リツ ド 向の 靜 谐咨豊 :が婚 みて ル 
さいので 鳥闲 波を 極铃 として 優秀な もので あり、 蹄 時に を 
閒帯荷 グリ ツド眞 をを としてむ 使用が ホ 麦ず 〇 尙み プレー 
ト檢波 法に 使用ず ろ 場合に に ホの 値が 迦 して 居りえず 0 


加熱 總條 ぉ壓 

プレート 常 M 

遮蔽 グ 9 ジド電 : 嘘 
制御 グリッド 霜壓 
プンー トお荷 巧 お 


2.5 

250 

20- が 

- 5 

250,000 


ゲォ ，レ > 
ゲホ クレト 
ゲ オクレ ト 

ゲォ; V ド 

オーム 


(又は 500 ヘン 9 一と 0 •巧 メグ ホーム も 平 列に 入れろ） 
ホ、 信 •號の ル さい 場合には グ，） ツド檢 化に しても 非常に 
能率 ふく 働く もので わり 支ず 0 

プレート 帝； 壓 180 ダ ホ, レト 

遮蔽 グ 9 ツドお 腿 20^5 ゲ オルト 

制御 グリ ク ドは グリ ク ド、 リーク I こづ ソデ ゾサー も 結 
ふ 0 

(注 愈 ミー シイ ルド 继も > 化 川ず ろ こと） 


專弯 卓と 通風 

超 近の やうに 段々 ル 型で お 力の 火を い转空 皆が 
多くな っては 巧 盛 皆の 溫が L 段々 と 昇って 參リま 
寸 〇 その上に ソイ- ルド 經が用 ひられます 帖柴、 
ま寸 え卞媪 度が 上昇して 巧 空 替の巧 部 にげを々 と 
惡結 架が 起り まして 壽命も ■著しく 始縮 致し 麦ず か 
ら 、化來 ろ 限り、 述 風に 注意して 巧-を 智の姻 りの 媪 
度を > みなく と t が 度な 下にして 巧を 度い も思ム 0 


) 


一一 I ろ 一一 


マツダ 眞を管 KZ -25 Z 5 


規格 及 特性 


全長 (平均） 
直 禪 (最大) 

日 金 

加熱 機 條電販 
加熱 纖條 電流 

を大 プレ-ト 電贩 
(を プレート につき） 

を 大 巧 力 


10 喘 

が耗 
第 15 圆 

巧ゲ オタ V ト 
0,8 ァ ペア 

125 ゲオ ，レト （巧 流） 

100 ミリア A ペア （厳 流) 


用 を 

マツダ 眞 •を嘗 K ん巧 Z 5 げ傍 熱型 
をな 整流 管で 變酿器 不要のを 信 機に 
使用ず るた みおに 設計され たもので 
ありを ず 〇 

巧 巧 上の 注意 

(イ） この 整流を の 纖條は 他の 爲 
を 驚の 斌條と 底 列に 接 激して 使用 化 
ホえず 0 がグォ ，レト の 雜條お 使用ず 
ろ ことは お 列 巧 おに 因ろ 霜 力 損失み 
かくし、 整流を 率 お高めろ ことにな りまず 0 

〔口） この 整流 餘 おみ 園の 様に 倍腿眷 としてが 用ず ろ 
と、 一;; の ニ 稱嘗が 働いて 居る 半サ イク， レの 閒じ 他の ニ 極 
管の づゾ デゾ サ -が 貸 荷 も 通して な瑶 し、 負荷の 電壓巧 一 
方の 整流 電壓と 他 ホの な 電電酿 との 和と なり、 半が 整流の 
場を 0 約 2 おにな りまず 0 

い、） 此眞 を嘗の 口金は 6 ネ 脚の 穂 学: 口金で 各部との 接 
線は みの 通りに なつて 居りまず 0 

(ニ） 化 用 中が ラス 球は 巧當 熱くな り 支ず から、 通風に 
おおず ろ ことが 必要で あり 圭す 0 



〇) フイ ルター •づン デゾ サ 一の 大 さは 半 波 猿 流の 媒 


一一 ^7 —一 


合に け IG マイクロ •フア ラク ドが 適當て あり 圭 ずが、 倍 脈 
懲 として 使用ず ろ 場合は それな 上の 犬 さが か 都合で ありま 
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フ つ ダ 远を管 
KZ づ巧 5 


至 流に リア パ 了) 





ブツダ 眞空管 TJX - 26 B 


規格る 


を 

火 

を 

お 

诞 

大 

階 

楷 

II 



を 

繊 

條 

お 

脈 

纖 

條 

お 

流 

报ゾ 

心 •ブン 

- ト带贩 

グ， 

リ グ 

ド お 

脈 

が 

幅 


聲 

內 

郞 

贼 

が 


がに が. コン ダグ タソス 


特性 

103 巧 
が 巧 
巧 1 励 

1,5 ゲ オルト 
1.05 アムべ r 

180 ゲ才； レ 1、 

一 9 グ ホルト 
12 

12,000 オー ふ 
1，0 りり マイクロで 一 

巧途 



マッダ 巧 法 答 UX ^* 2 〇 B げ從 がの UX - 22 6 じ大な 善を^ 施 
した 窝网 波增 幅、 鉛に 低 周 化が 幅 用 驚愼の H 確を であって 
化が の U ん 22 むの 化り に その 儘 挿し おへて 使用 致しを ずと 

感を t を效 I 驚く 巧增 火ず ろので わりえず 0 卽ち增 幅 率に 
かて、 約 50% グ たが 加して 巧り をず 〇 ホ お狀が 非常に 小さく 
ドー A 型と なって 機械的に 义 次と なつて 巧り まず 0 
VX -26 B (で1；文-226 じ 比し、 グリッド 常 脈 {て 前々 低く ず 
ろ必耍 がを りまず 0 卽 ち、 み 去 *0 如き 値が 適して おリ まず 0 
ブ ン ート带 巧 を こ L ジド 甫:酿 プレート お 流 

180 ゲ ホ； レト - 9 ゲ オクレ ト ん2 ミリア ふ ペア 


1 が ク 一 4 け 5.4 り 

90 * け 一 2 け ん 5 け 

今 U ん 226 と 特性 冊 線で 比較して をえず とみみ •の やうで 
もりえす 0 


^ — 19 一 


フつブ 鹰を营 
UX づ 6B 

Ip-Ep 巧 巧 

Ef = !.5 で 

UX，26 臣 

UX-2 化 



40 80 120 160 200 240 


フ 。し •ト霞 巧 Ep (ゲバ ムト) 



プし • h をぶ お {ミリアム ぺ S 


一 ZO 



-10 う 0 5 

•リド 巧 巧な け 如し h) 


■I 


■ 


•20 • 


i/u 


フ ツブ處 巧 替 

UX-26B 

Ip-E ^ 特化 

E ド 1. 弓 V 
UX-26 目 

uy-226 



プし—ト毎流 


6 


2 


21 



マツダ 眞空管 UY -27 A 


規お 及特巧 


ず‘ 

均 

金 

を 


105 巧 

を 

火 

热 

楷 


が 巧 

継 

倏 

電 

陳 


2パ弓 ゲ才 ノレ ト 

維 

條 

電 

流 


1.5 アふ A つ/ 

n 



な 


巧 8 圖 



巧 

幅 

用 

プ 

ン 一 

ト帘 

脈 

1 が 

250 ゲオ >レ > 

T 

リ ク 

ド带 

m 

-9 

- 21 ゲ ホルト 

お 

幅 


率 

9 

9 

プ 

ン 一 

ト巧 

お 9 ぶ 00 

0,520 ホーム 



相互 ゴンダ クタ ンス 1,000 9 巧 マイク P モー 

プレー ト带流 4.7 5.2 ミリアム ペグ 


伯 L クか 、） ジド納 合 巧 お! て 1.0 メグ* オームに ずろ こと 0 


巧な 用 

こ プレート 檢 波） 

ゾ レー ト巧お 250 ゲ ホルト 

グリ ダ ド带應 -30 ゲ ォ心ト 

〇 リダ ド檢 化） 

プレート 爾應 45 ゲオ ，レト 

化し グリッド ゴンデ ゾサ 一げ 0.000 巧 ブイ グロフ アラ ッ 
ド、 グリ クド リークは 1.0 - 5.0 メグ ホーム 0 

用 逢 

マッダ 巧を を UY - の A に 巡 ホした を 近の お 術に ふつて 從 
來の UY -227 じ大改 なお 施した 傍 熱型 H 插眞 をな でを りえ 
ず 〇 從 つて 化が 法げ 金く UY - 2 のと 间谈 であり、 化來 ©巧 
なおに 其 儘筛換 へて 一段と 優秀な 戍銳も 輿げ 得ろ i ので あ 
り 支ず 0 



-28 -24 -20-1 

ク ij ッド 


ミ- 8 -4 

(ヴ 巧) レ N 


■ 


40 80 


120 160 200 240 ミ 80 
プいト き 皮げ 巧ん り 


一み 3 




マツダ 眞を管 XJY - が/ 44 


規格 及特巧 


を 

長 (平 

巧） 


115 お 

を 

徑 (最 

大） 


38 

綻 

n 


な 


巧 10 圆 

加熱 繊 

條 霄 

壓 


ん 3 

ゲ ホルト 

加熱 娘 

條 謂; 

流 


0.3 

ァふ ペァ 

プン一 

ト 電 

壓 

90 

250 

ゲ オ心ト 

最大 遮蔽 グリッド 常壓 

90 

90 

ゲオ ゾレト 

最小 制御 グリ ダ ドぉ壓 

- 3 

-3.0 

ゲ オクレ ト 

お 

幅 

率 

360 

1,050 


巧 部 

城 

お 

ん巧 5 

!•0 

メグ オーム 

が! 互 コン ダク タン ス 

960 

1050 

マイクロ モー 

プレー 

ト 常 

流 

4-4 

5,0 

ミリァ A ペァ 

遮蔽 グリ 

ツド瑶 流 

1 ぶ 

1.4 

ミ）） ア A ペア 




用 途 

マツダ 眞を替 
UY -39 巧 まとし 
て 自動 萃用 など 
霞 動 も 巧け あい 
裝盈に 使用ず る 
た々 じ 設計され 
た按 熱型 巧變お 
幅 五捶眞 を錄で 
高周波 お 幅に 巧 

ひグ 9 ツド •ノ ミ 
イアス も 一 3 ゲ ホ瓜ト から^ 0 ゲオ 
クレ ト迄變 へろ ことに cC つて 强 おの 
倩號お ー樣じ 歪みな く お 幅す ろ こ 
とが 化 巧まず。 


— ぶ 斗 一 




• • 


义其 お 幅 囘路に UY - 235 i 巧 ど 閒樣の , 
ず 0 

• 

ので 使用 出 お ま 

1 ■ 










マツダ 夏 空 管 uz •が 

け 0 ゲ ホ, レト 電力が 福 用 ベゾ トード） 


規格 及轄巧 


を 甚(: 平均) 

お 徑 (最 火） 

加熱 繊條 電壓 
加熱 繊條 電流 
打 な 

プ レ— ト帯腿 
グ、） ツ ド電跟 


リ 5 ゲ ホ/レ ト 
リ 5 ゲホ クレト 


制御 ク * 9 ジド電 腿 -巧ゲ ホ, レ 1， 


1 巧 桃 
が耗 

25 ゲ ホ心ト 
0.3 アふ ペア 

を 14 鬧 
135 グ ホ心ト 
135 ゲ ホ， レト 

-20 ゲ ホ/レ ト 


が 000 ホー A が 000 オー A 

リ 0 80 
2000 マイ グロ モーな 000 マ イツ q ち 

2 り 34 ミ •） ァ A ベ 

4 7 ミい クムべ 

が 00 ホー A 4000 ホー A 

〇,9ヴ クト 2 ヴツト 


レ 一 


y ム 

フク ム 


一 A 


2 ブジ 


用 


途 


マツダ 眞 をを UZ ^ も •て 加熱 錐條帶 厮巧グ 
ホん ト傍 熱型 带カ增 福用ぺ ソト- ドで、 タ 
抵 煎が 带 源で 自 出に 働かし 得ろ パヴ- •ト 
ランス •レス 巧 借 機 用と して 特に 設計され 
た i のであります 0 從 つて 加熱 潍 がの 规が 
おが ゲオ んト、 （U アム ペアと 致しまして、 
マツダ 眞を驚 K ス - 2 化 5、 及ん 3 ゲ ホん トお 
眞を 儀と 加熱 纖條 ブた岛 列に 結んで 10 りゲホ 
/ V ト常源 王 りな 接に 用 ひまず じは 非常に 便 
利な 眞空嘗 でもり まず 0 かほ おい 陽 摊電壓 
で 比較的 火 お カタた 待ろ 事が; け來 、卽ち 95 か 



ぶら 一一 


フツブ 运巧替 
U 2-43 

!pjp 巧 巧 
E ，‘ 2 . 5 V E だ： 95 V 



0 40 6 0 じ 0 160 200 240 

巧 巧 巧な Ep パ 巧ん ト》， 

I 

なお 侠 化凹路 としてに 出 おろ だけ 變腿器 結合 义はイ ゾ 
ピー ダ ゾス东 ち 合ブゎ 推獎敌 します 0 


ホルトで、 0.9 ッット、 1 がグ オ心ト でげ？ ヴット も 得ろ 導: 
が 化が ます。 

UZ «43 は A 級增幅 用と しては 骂 I 球げ お論プ クシ ュブゾ レ 
として 使用 山が ろので あリ まずみ;， 化 用 電壓巧 必ず おが 带 
脈な 下と して 巧を たい 10 でを りまず 0 
かほ 單 がの 場合は バイァス 抵 がは 下記の 俯が 適して 辟り 
まず 0 

隣 墙巧酿 バイァス 巧が 

95 ゲ ホ； レト 6 お ホー ふ 

1 がゲ ホみ ト 4 リ 0 オーム 

化し プッシュ プルの がは 單 がの 場合の 値の ニ かの 一が 媪 
餅して 居りまず 0 



瞄巧霉诚.^:{ミリァいぺ玄 


一巧— 



マツダ 眞を管 UY •が 

規巧 及特巧 

を 長 (平均） 132 巧 

を 大度 徑 が 巧 

雜 が電壓 2 ぶゲ ォ心ト 

雜條霄 流 1 •巧 アム ペア 

ロ 金 巧 7 圆 

2,5 グ オルト 
1.75 アム ペア 

2 がゲ ホ/レ ト 
-33 グォバ ノト 

22 ミリア A パ •ア 

5^6 

2,380 オー 么 
2,350 マイクロ モ • 
6,400 ォー A 
1，25 ヴクト 

B 紋 を 幅 


維 條電壓 

2.5 

2,5 ゲォ 'レト 

プレート 電 旅 

300 

400 グオ ，レト 

グリッド 常 腿 

0 

0 ゲ ォ心ト 

プレート 帶流 

4 

6 ミリアム ペア 

み 頭 陽極 電流 

巧 0 

200 ミ 9 アム ペア 

負荷 巧 おみ 

1,300 

1，450 ホーム 

不歪化 力 

16 

20 ク ツト 


巧け 一巧 じかいての 値で ありまず 0 


が B 級を 幅の 場合 じけ 陽棋電 類げ 常 壓變動 率の 良好な!， 
のみ 涯 びます 0 


^ ち 幅 

錐 條電壓 
雜條常 流 
プレ-ト 電壓 (最大) 
グリッド 題: 壓 
プレート 常 流 

お 幅 率 
巧 部 おお 
抑を 傅 尊 率 
な 荷 巧な 
不歪化 力 



— ぶー 



2 4 


8 10 12 14 16 18 20 22 
ドク でト を Ji (ヴ か レり. 


マ 


巧 遂 

ダ ダ おを 薛 UY - がげ グリ クドも ニ 個を してを ろが 
で、 特に B を 化 力 管と して 設計され た I ので ありまず が、 
义グ 9 ツ ドの 按練も 巧へ ろ ことじ 依つ て A なを 幅に も 能 
率を く 動作を しまず 0 A なお 幅の 場合は 巧 一巧の 如く グリ 
ツドも 接 然しが 巧の ミ语嘗 (例へ! で UX - 2 が) 等と 同 おに 使 
用 致しを ず。 



第 


園 



I / V 





■ 

が 



■ 

Wm 





V づブ运 巧を 
UY-4 6 


第二 阅 

脉婚 0 おず 巧闲 {ミリで ペア} 



パ If タス 系 一 


R 級增 幅に にあ ニ斷 のかく 接績 ずるので、 この場合に プ 
タシ ュプ ，レに が 用 致し 支ず 0 B 殺增 幅に 化ろ と、 幡 もて 能 
拿廷 く、 驚 與的火 お 力 私轉ろ ことが， 中, 來 支ず 0 この 媒 •合の 
入力 變脈 器げ ステ クプ ダウンの i ので 且 ニみ ホ 度 おの、 小さ 
な I の プた遽 び 麦ず 0 この ステップ ダウンの 比は を々 の條件 
じかつて 違び まずが 火照 L5 乃ち 5.5 對 1 の i のが 適 餅で 
わりまず 0 

が H 廚 



プづダ 寮を 管 UY •が C 


C おか 子が 搞 答） 


規巧及 持 巧 


を 

長 〔平 

均） 

1 じ 巧 

商 

徑佩 

大） 

が 巧 

繊 

條 祗 

脈 

2*5 グホ クレト 

總 

條 带： 

流 

0 ぶア A ベア 

け 

A を 

が 幅 

な 

巧 7 圖 

プレ-ト 帶脈 (を 火） 

1 がグ ホルト 

グ * 

9 グ ド 

诺：腿 

一 おグホ ト 

プ 

ン 一 ド 

带流 

20 ミ 9 アム 

巧 

幅 

率 

ん 0 

巧 

部 おお 



祁互 ゴンダ グ タン ス 



ペア 


1,500 ホー A 

2 ぶ 50 マイ グロで 一 


色 級 增 幅 

グ •リツ ド電戚 
プン ••ト 语壓 
プン- ト带流 C 靜ム） 
な 荷 獄 が 

不 乘 化 力 


0 ゲ オルト 
300 ダ ホん ト 
3 ミ）） アムべ プ 
1，500 ホーム 
約ん 2 ヴ タト 


用 を 

マツダ 巧 巧を UY -が C は 化來の UY -4 な/た ルけ け 用 
にな 逆した I ので、 從 つてが 用法を 懊 W . との 注 愈け をく 
UY - 46 と同谈 でもり まず 0 卽 ち、 A み、 B お 何れの 型の 增 

嘱 にむ 能率 ふく 働 作 致しまず 0 

A 級を 幅の 場合げ 第一 園の かく グ 9 ツド お接繳 し、 從來 
の H 谣靜同 終に 使用 致しまず 0 

B 級 お嚼の 場合け 第二 圖 のかく 接 練し、 ブ シュプ ，レと し 
て 化 用を しまず。 この場合 じは おみて 高 能率に 働を、 巧 偉 的 


/ 

化 力を 得ろ 舉が お來約 5 タッ トブぉ 轉ろ審 となり、 小型の 膚 
踞 電話ぶ 當氣蒂 音 器のを おお 幅と してげ 申 かわり まぜん 0 
この場合 にけ イン プ ダト、 トラ グスげ ステップ 、グウ ゾの 
I © でを つ ニみ ネま おの、 小さな I のが 黨 ましい もので あり 
まず 0 

か 【ミ B なに 用 ふろ 場を はプン -ト难 源は 帶壓變 動 率の よ 
い i の 例へ に 打 X -82 お 用 ひまず 0 



ヒ イラ メント 




プツダ 眞を管 UY - が 

(じ Y - な 70 改皮 型） 

規格 あ特巧 


な 

を 


徑 〔あ 大) 
長 (平均） 


50 が 
m 桃 


繊 

條 


靖 

腿 

2.5 ゲォ 

，レト 

紙 

條 


爾： 

流 

K 5 アム 

ぺ r 

n 




な 

がバ閒 


プ ン- 

• 

ト電 

脈 

巧 0 ゲホ 

クレト 

遮 薇 グリ 

ダ 

ド電 

脈 

250 ゲホ 

クレト 

グ 9 

ダ 

ド爾 

酿 

-I ん 5 ゲォ 

，レト 

む 

荷 


巧 

お 

7,000 ホー 

ム 

巧 


幅 


率 

巧0 


巧 

部 


巧 

お 



が 互: 

ゴソダ 

巧み ゾフ、 



プ レ- 

■ 

ト瑶 

流 



遮蔽 グリ 

ジ 

ド 靖:流 



無 

盃 


出 

力 








用 

途 



(50, 000 ナーム 
2,500 マイ グロ モー 
31 ミリアム 乂ア 

0 ミリアム ペア 

ん 7 ジツト 


マツダな をを てて は 比較的 小さな 乂カ常 脈に 對し 棚觀 
大きな 化 力が 得られろ 様に 鼓 It さ U たお 段 增幅五 極な をを 
で、 檢 波を の庶 後に 化 用す ろじ 姐觀な I ので もりまず 0 遮 
鞭グ •リツ ドと プレートの 間 じあろ 抑制 グリ ダ ド (てを 巧で 雜 
條 と接緻 されが カブた 火を くずろ 役目 お I て 居りまず 〇 又 遮 
蔽グ リダ ドの 带糜 け火體 プレート 0 帶服と 等しく ずろ こと 
がが •都合で わりまず 0 


巧 用 上の 注意 

(1) 織條 にを流巧流何れにょって^^窮ム乂されまずが、 
なろ ベく 规ぶ 電壓 か、 それの、’ ドで 使用して 下さい。 

(2) 遮蔽 グリ ツ ド谐感 はこれ み 大滞プ ン-ト 常 服と 等 
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しくす ろ 場を じを I よい 結 巧う 《得られまず 0 
風 グ 9 ツド バイアス は 遮蔽 グリ ツド葡 壓じ應 じて み 

の 値が 適當 して 居りを ず 0 その 場合の プ ンート 電流 並に 遮 

蔽グ 9 ツド带 流は 大體 みの やうな 値 も 有して 居りまず 0 

^9 I ♦ A « 、■心 _ - A • 


破 グリッドを 披’ 

グリッド 

ク 《イ 了ス 

ブレー ト處爺 

遊 破 グリッド お 流 

(ヴ オルト） 

(が オルト） 

(ミリアム ベア） 

(ミリアム ペア） 

お 0 

— 1 ん 5 

30 

む 

200 

—12.0 

25 

5 

巧 0 

— 7 ぶ 

20 

4 


(4) 化 カ励路 じは 高聲 器の 種類に 應 じて 適 常 •な 變腿此 

を = あずろ 遞降變 厭 器 お 用 ひろみ、、 チヨ ーグゴ イク レと ゴンデ 
ゾサー も 使用ず ろかして 下さい 0 

の 高聲器 （でな 巧の ダイナ ミツ ク ゴー ゾ スピーカー か 

適當 して 居りまず 0 

な藏 UY -が 7^ 改良 致しを した 傍 熱型の UZ -2 A 5 が發裘 
されま した〇 音質の c ^：ぃ而 l 化カの大きい新型でぁリ まず 
からな ろべ ぐ XJZ -2 A 5 ブと御 •使用 下さい 0 



マツダ 眞を管 IJY •が B 

( UY - 2476 改お 型） 

規培 及特巧 


を 



長 

1 化褚 

を 

大 

を 

徑 

が耗 

嶺 

條 

带 

服 

2.5 ゲ オ几ト 

繊 

條 

觉 

流 

0,5 アム ペア 

F ] 



な 

巧 6 騎 


遮游グ リツ 
制御 グ 9 ク 

お 蛹 
內 部 

稍 互 ゴンダ 
プレー 

遮蔽 グ •リツ 

を 荷 
化 


ト祗贩 

ド電贩 

ド電腿 

率 

巧 お 

グ タン ス 

ト难流 
ド 帯 流 
巧 お 

•力 


135 
1 が 

- 1 ん 5 

70 

50000 

1450 

U ぶ 

3 

7000 

0,7 


巧 0 ゲ ホ/レ]， 
180 ゲ オル ト 
一 Ig ゲホ心 1， 

90 



—ム 

巧 00 マイ グロ モー 
2^ ミリ T ゾ ペア 

5< ミリアム ペグ 

600 0 オーム 

1，4 ヴツト 


用を 




マツダ 眞を貧 
in >47 B は 比較的 

ル さな 入力 带壓に 
對 して 相當火 さな 
化 力々； 得られろ や 
うじ 殻 計され た 五 
構 巧 巧 管で 擒波巧 
のをな に 化 W ずろ 
終 段增幅 管と して 
を i 適 常で わり ま 



が 


巧 用 上の 注意 

(イ） 遮蔽 グリッドの 巧 壓け火 お プレートの 谁 壓と综 しく 
して 下さい C 

(ロ） 出力 回路には 化 用す ろ 烏 •馨 器の 種類に 應 じて 適當な 
變酿比 合 有すろ 變壓器 も* 用び ろか、 或は チヨ ーグ •ゴイ か 
と ゴンデ， ゾ サープと 用 ひて 下さい 0 

注; 意 この UY -が B は從ホ 0 UY - 24：7 B じ 改良 も 加へ 上 
記の 様な 特牠の ものと して 發寅 されむ もので ありよ ず。 其 
結 梁 化 力け 倍加し プレート 常 壓は巧 0 ゲ オ^ト 1 こお 加 致し 
て 居りまず 0 , 


水空乂 整流を とを 进 


水银乂 整流’ 管、 正 破に 中し まずと 熱 陰 お 水銀 蒸 
お 整流が 巧 信用の ル 型に を 使用され て參 りました 
これは 锋 約の 電壓 降下が 非常にみ なく 一様 だとい 
ふが によつ て 使が されて 居りまず 〇 ム ぶこの 巧 空 
待は 氣媪 じふつ て 非常に 左を されろ 0 でもり まし 
て、 最も ふい 使用 室 的 温を は攝巧 29 巧 位が 最適で 
ずが 10 巧 位から がを 化を は莲 まなく 働を まず 〇 が 
しを となつ て氣 湿が 下つ て 4 度 じむな りまず と 働 
をが 著しく 惑くな リ蘇命 I おしく 短くなる もので 
ず 0 その 場合 嘗 盛が 黑 すんで 參 りまず 0 それで 非 
常に 寒い とさは フイ ラメ ゾトも 洗 づ點乂 し 温度が 
許つ てから 陽構带 •度な •加へ て 下さい 0 
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マツダ* 空 管 UZ -55 


お 1 は 稍 

商徑 が 巧 

あ電雕 2*5 ゲ ホルト 

策 電流 し(3 ア A ペグ 

命 巧 13 圆 

ト帶雌 巧 5 化 0 が 0( 嚴大) ゲォ /レ 

バイアス -10ぃう 一 1ん5 -20 ゲホ ノレ ト 

ト瑶流 3.7 巧 •0 8.0 ミリアム ペア 

率 8-3 ん 3 3,3 

•が •が 11，00 0 も 500 7 ぶ 00 ォー ふ 
ヴ タソ义 750 リ 75 1，100 マイ グ U モー 

巧 がが， 00020 ぶ 0020,000 ォーム 

m イ I 0.075 0,1 パ 0 •が ヴツト 


マツダ 巧を を UZ- 巧に 検波、 帮幡 なじ 
目 動昔强 制御 巧と して 特に 設をト された 傍 熱 
型 複ニ祕 H 祕 眞垫餘 で、 么稱の 如く 一個の 
餘 中に ニ 独な: 2 個ぷ H 極を 1 俩 も。 かすろ 特 
巧 ミの 巧维 '梓で もりまず 0 おつて ニ 極 部で 半 
波 或はを 波 檢波も 巧 ひ 同時に H 極 若が 幅 川 
として 懊化 致しまず 〇 
検波 圆路の 例と しでげ みの 阔お御 参照で 


檢波 岡路例 


半 波 檢波圆 路なリ 



半 波檢波 巧が (が 2 ) をが 檢 波间路 (其を 


む 4 

2 W 


上 圖圆路 の 

コンテ" ゾサ -及拽 おけ 大體 ホの 値が 適 常して 

時り まず 〇 

〇1 ニ 

1 が マイ グロ •マイクロ •フ アラド 

C ク = 

0ぶ マイ グロ • 7 アラド （を ル） 

〇3 = 

0.01 〜 0*1 マイ グロ •フ アラド 

= 

0,0001 マイ グロ •フ アラド C 诞大） 

〇5 ニ 

0,1 マイ グロ •フ アラド 

り6 = 

0,5 マイ グロ •フ T ラ ド （な ル） 

Rj — 

0,5 〜 1，0 メグ オー ふ 

Rg = 

!•0 へ 4,5 メグ •ホーム 

お3 ニ 

0.1 メグ ホーム 

JL え 4 = 

0 ••弓〜 1，0 メグ オーム 

制御 グリ ツ 

を 雷 極の 端子 

ド （三 桃） の 端子け 上部の 口金に 巧統 して あ 


り、 他の 帶祕 端子け 下部の n 金に 接 綺 して ありまず。 IL つ 


[J なは 6 脚の がが 川しても りまず 0 

— P — な • 

1 •ニ 顿プ ンート 
2. ミ秘 プレート 

3 — 4. 加熱 纖條 
5 •陰 秘 

0 •こ 械プ ンート 


秘举 UZ ぺ 




P じか P じ 佩 



P (ミ； む 


ソ マツ 
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フ つダ芭 巧 舊 
UZ 55 
^ -25V 


フツブ a 巧 着 
U 2 •巧 

(£ 巧ち） 
Ip-Epi 稱は 
むづ 5V 


•ト巧 皮 ♦ 


フづグ 泣を g 
U2-5 5 

じ 巧 か 
ip で P 巧往 
むで W 


0 6 
I 巧 師ミ： 




マツダ 養を 管 UY -56 


を お (? r •巧) 

直 巧 (お 大) 

加熱 徽條 诏臟 
加熱 繊條瑶 流 
ロ な 

プレ-ト お贩 C 最 火） 
グ • 9 ツド常 脈 


內 •部 巧 お 9,500 ホーム 
ボ I ぶ 傅な 詩 ミ L が 0 マイクロで 

プンー ト带流 5 ミ 9 アムべ 




マッグ 巧 法が UY - 56 は 父 流 川の 所謂 一般化 H 極な ホが 
でもり まずが、 おがの UY -227 に 比し 外 お ル さく、 ヒータ 
一巧: 力みな をに I か、 はらず 其 感度、 其' 性能け 数 段 値れ た 
も 0 で わりまず 0 用途は 檢 波、 巧 幅、 發 お、 何れに^, 適し 
て 培 りまず 0 

が 牺 用と し て 化がず ろよ ぶ 合 

お 幅 用と して UY - 56 は 高周波、 伯: 巧 波、 何れに i 猫し 
まず 0 變服器 姑 合法の 暗は 上記 おが 表迹 りの お 脈が 適し ま 
ずが、 巧 お 結合の 操 合は 下記 條件ホ 大蹄迦 巧て わりまず 0 
プン ート供 給電 脈 250 ゲ オルト 

グリ ツド帶 脈 〔約） -9 ゲ ホルト 

お 荷 巧 抗 50,00 り〜 100,00 0 ホー ふ 

プンー ト韻流 1 〜 2 ミリアム ペグ 

檢化 がと して 化 用 ず ろ: t 易 合 

檢化 用と して UY - 5 なげ 「プレート 檢 波」 「ク 、• 9 ダド檢 化.; 
何れに I 使用 か ホえず 0 — おに 广グ、 ） クド檢 波」 は乂カ シグ 


斗！ • 


ず タ帝歷 が ル さい 場合 ブレー ト檢波 法に 比して 據 をな 巧で 
あリ まずが 「プン - トお波 J は 音質ぶ 選 採 性が 優れて 居り 义 
乂カ シグナル 電壓が 大きい 時で もを お生じえ ぜん 0 み 使用 

が 件げ 下記が 適 常で ありまず 0 

プンー ト檢化 グリ ット •檢化 

プレート 思; 壓 (最大） 2 が ダ ホ' レト がゲ オルト 

グリッド 葡醒 -20 

グリジ ド ゴゾー ソサ 一 0,00025 マイ クロフ アラド 

が》 か 1 ；、 リーク 1 〜 5 メグ ホーム 

プレート お 流 *0,2 ミリアム ペア 

* 巧け 入力 シグ ナ ，レの ない 場合の 値で ありまず 0 
厂 プレート お 化」 の 場合の バイアス 巧 巧 おけ 乂體 100,000 

〜 ： 150,000 オームが 適が で わりを ず 0 
を 振 用と してが 用す ろ媒合 


プレート 语：壓 90 ゲ ホ心ト 

グリ クド 爾壓 0 ゲ オルト 

ブ V -ト音 腰は 逆にない 义が挺 巧の 場合が ありまず 0 






マツダ 眞を管 UZ-57 

(H グリッド 檢彼 、增 幅を） 

規格な 诗巧 


を 長 (平均) 

化 徑 (最 火) 

加熱 継 條带腿 
加熱 繊條带 流 
M み 

フレー ト化雕 （を 火） 
遮蔽 グ、） クド電 腿 〔な 火） 
グ 、） タ ド带壓 
プレ- ト 電流 
遮蔽 グリジ ドな 流 
增崎を 
巧 部 巧 お 
相 す 傅 攀 を 

巧 


120 巧 
が 巧 

2,5 グ ホルト 
1，0 ァム ベァ 

がに 岡 

巧 0 グホ瓜 V 
100 ゲ ホ心ト 
-3 ゲホ クレト 
2,0 ミリァム ペァ 

0,5 ミ、） アム 乂ア 

1，500 

1,5 メグ オー ふ 

1,2 お マイクロ モー 

途 


I 



マツダ 度を 综 U ス- 巧け ク *•) ツドお S 個 有し ペン トード 
として 高周波を 搞 、プン - ト檢波 誇に 特に 推獎 おがろ がで 
わりまず 0 その 音質 據 度、 桃々 てを く孔 ヒーター 觉 力は 從 
來の UY- 22 4 繪じ 比して 小さく 书を逆 ホ 堅固で あり、 を 祭內 
上部には シ-ん ド 罐クぉ ホして 居り 內 部-鉛 常が 量が 拖 々て ル 
さくな ろ 様 設計して ありまず 0 
海 摘に 化 用ず ス蜡合 

上記 おが 裝じ 依り 化 用ず ろ i ので サプン ツサ 一 •グ リク 
ドは 力 ソードに 接 練し ぺゾ トードと して 化 用し まず 〇 高 周 
波 巧 幅に 特に 適しまず が、 ホ インプット 常贩の 小さい 場合 
の 低 巧 化を 幅 （例へ に ピックアップのを 幅） 等に i 非常に •窩 
を 率で ありまず 0 シ-か ドの 豁は 通風の ない ものみ 逃 お 救 
しまず。 


— 43 一 


フ レ— ト® 巧 （ゲタん ト） 

力 ソ-ドに 結んで 使用 致しまず 〇 プレ-ト 檢 波には みお 谁: 
服が 適當 でありまず 0 

加熱 繊條帶 脈 2*5 2.5 2.5 ダ ォ瓜ト 

プンー ト霄酿 巧 0 250 250 ゲ オルト 

ス グリーン、 ク * リク ド霄壓 50 33 100 ゲ ホ/レ ト 

制御 グリッド 裙:壓 〜 1 ぶ 5 - 1.7 -ん 8 G ゲオ / レト 

力 ソード 巧 お 3000 8000 が 00 オーム 


檢 化に 化 用ず ろ攜 合 

UZ -57 は 特に プ V - ト檢化 法に 推獎 が! がろ がで あリま 
す 0 入力 シグ ナクレ 带酿が ル さい 場合て i 相 餅 大著な 化 力 も 
得られ 旦 音質は 良が でありまず 0 サプン ツサ 一 グリジ ドは 




ブレ IX 雷ぶ (ミリア おぶ 
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サプ レクサー、 グ， 9 ツ ドけ も ソードに 結ぶ 0 


カク • 

•ド お 流 (無 倚 號） 

0 ぶ 5 

0.21 

り *97 ミリ/ムバ^ ア 

プン 

- ト貸荷 巧 お 

0 •お 

0,50 

0.25 メグ オーム 

ク 4 9 

ジ ドを 荷が お 

0.25 

0-25 

0 •お メグ オー A 



寒 

巧 M ；K ぶ 

そで ツプ 



し e 300 〜 500 ヘンけ • 
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マツダ 眞を管 UZ - 58 

〔ミク*、） ツド スーパー ゴン トロー 八が 帷 巧） 

規格な 特括 


を 接 (平均） 

前 觀 (を 大） 

加熱 纖條お 腿 
加熱 纖條 巧： 流 
11 み 

プレート お 腿 （を 大） 
遮蔽 グ 9 ジ 
ド お 酿 (を 火） 

グリ ツド带 服 (を ル） 
プレー > 巧： 流 
遮蔽 グリ クド带 流 
お 幅 率 

內 部 械 お 

和 互 傅攀率 

ク •リツ ド電跟 - ‘10 ゲホ 

- 50 ゲオ 


120 巧 
が 巧 

2,5 ゲ ホ/レ 

1.0 アム ぺ 

常 •け騎 

な 0 グナ心 


了 


ト 


100 ゲオ； レト 


一 3 ゲ ホル' 
ん 2 ミ，） ァ 
2.0 ミリア 



ルト のが 
，レ トの時 


ム人マ 
ふ ペア 
1，280 

800,000 ナーム 

1, む 00 マイ グロ モ 
10 ブイ クロ モー 
2 グ 


用 遙 

マッダ 巧を な UZ -58 は グリッド; 個 有し 化 C 蠻帮幅 率） 
ペン ト-ドと して 高 巧 化、 中間 周 化 お 幅に 特に 遮した がで 
もりまず 0 卽ち グリッド 電壓ん 加減す ろと 眞巧 をの％ 幅 率 
が變化 致しを ずから 逆に 化つ てが}) クム ゴゾ トロー, ぃを ず 
ろ ことが が來 支ず 0 従つ て 歪 少なく 感度 I 非常に 機いて 居 
りえず 0 

增幅 がと して 化 用 

U ん がけ 高周波に 非常にを 率を く 其の 特性に 巧つ て混變 
訓タ變 誠を 少なく 設計され て 居りまず 〇 化し 適 常な シ- 心 
ド 幹み 附 ける ことが 必要で をり まず。 
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100 200 300 

プいト 霞 ほく プ巧ん h ) 
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グ 9 クド 電壓は 加が 出 來ろ樣 じし （- 3 ゲオ ，レト i リ- 50 
ゲ オクレ ト化 迄） て音虽 調節 おさ ぜろ こを が 化 米る のでち リ 
まず 0 

尙 サブレ ツサ ーグ 9 ツ ドは 力 ソードに 接教 してが 用 致し 
まず 〇 

スーパ— 0 がー 檢 化を 


UZ - 5 8 は ホ 常にない 結 巧 お 表は しまず 0 


加 

熱 

繊 

條 砸 败 

ム 5 

ゲ ホ瓜ト 

プ 

レ — 1、 

ぉ酿 〔最大） 

巧 0 

グホ クレト 

遮 

悠グ 

、） ク 

ド带酿 (を 大） 

100 

ゲ オクレ ト 

制 

プ 

御グ 9 グ 
レ-ト 檢 化を 

ド電脈 （約） 

- 10 

ゲオ ，レト 


UZ- 58 け プレ-ト 檢化 なじは 感度 惡く 不適 常で わり ま 
ず 0 


フツブ 廣を营 
UZ -58 

Ip-Ep 特巧 


。 巧 ▽ 

E が sJOOVf 

如か， 



0 

プ し — ト をぶ 呈 リア 4 ペア i 






p 

ソ 了， ソ 
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マツダ 賣を管 UZ -77 

( H 格子 檢 波、 准 幅 管） 


規格 及特お 


を 技 

を 火 が 徑 
加熱 鞭 條语脈 
加熱 繊條带 流 
P み 


H 5 耗 
が锐 

6.3 ゲオ ，レト 

0,3 アム ペア 
巧 13 阔 


お 幅の 場 含 


加熱 馈條 带赚 

プレート 谣眺 
遮蔽 ク * り ッド帶 脈 
制御 グ •>) ッド常 脈 
が 赠化数 
巧 部 巧 お 

相 立づゾ ダク タゾス 
プレート 電流 
遮 鞭 グリ ダ ド お 流 



ん 3 ん 3 グ ホルト 
100 250 ゲ ホ， V ト 

け 0 100 グ ホ/レ ト 

一 1,5 -3 グ ホ； レト 

715 1，500 

0ぶ5 1，5 メグ ホー A 

1,100 1，2 が マイクロで 一 

1.7 2.3 ミ 9 アふ ペア 

ん 4 0 •な ミリアム ベア 


檢 液の 場合 


加熱 縱條ぉ 脈 パ. 3 
プレート 语：脈 1 W 
遮蔽 グリジ ド带脈 3け 
制御 グリ ツ ドな 脈- い •巧 


0.3 

250 

50 

•しお 


け .3 グ ホ/レ ト 

250 グ オルト 

100 ゲ オクレ ト 
- ム3 グ オルト 


かほ ソ少 ツト け馈举 UZ ソケット;^ 使用し 接 滴は ぶ 13 岡 


の 通りで ず 0 


巧 


途 


マ ツグ お 誰を UZ *77 は兰 個の が 子 お 有ず ろが 煞迦 五祕辟 
であり 麦して、 パ ツー •トラ ゾス •レス 巧 信 機 又げ 自動 雄 
用 巧 信 機の 檢彼管 C プレ-ト 檢 波) 义は 增幅签 として 推獎ミ 


一 が 


100 200 300 

惕禮電 llEp (ヴづ ルり 


むろむ ので もります。 化 ほ陽摇 ぶび 制御 格子 間の 靜话巧 畳 
お 少なく し 高 周が 增 幅に 適せし め义 入力の ル さい 低周波 增 
幅 用と して 非常に 银れた 性能 も 持つ て 居りまず ことは、 
UZ - 57 同様で ありまず。 が も 加熱 錐條の 電力 消 勢 量に UZ - 
571 こ 比し 約が％ ずくな くこの 他ん 3 ゲ ホ/レ ト 級の 眞を證 と 
お に 一般 巧 流 巧 信 機に 組立て^ も、 请カ消 裳 貴の ずくない 
經濟 的巧储 機と して 雜獎 かがろ I のでを リま寸 0 



7 6 5 4 3 2 
陽 袖 電ぶ咕 (ミ rr ムぺア ) 


— — 


マツダ 眞を管 UZ -78 

( H が 子 巧變巧 幅五捶 な） 


規格 及 特性 

を を 

な 火 な 徑 
加熱 饿條巧 脈 
カロ 熱 纖がぉ 流 
n な 


1 巧锦 
が 巧 

ん 3 ゲホ ィレト 
0 , 3 ァ A A ァ 

纸 13 厨 


逛 幅の 場を 


加熱 

繊條ぉ 脈 

ん 3 

ん 3 

ん 3 

む ,3 グホ 瓜ト 

プ レ 

ートぉ M 

90 

180 

250 

が 0 ゲ ホ/レ ト 

遮蔽 グ 

9 ッド 谐壓 

90 

75 

100 

1 なゲ オかト 

制御 グ 

，） ッ ド记鹏 

-3 

一 3 

一;！ 

- 3 ゲ ホ； レト 


巧 幅を 数 400 1，100 1， U 50 リ 90 

巧 郁 城 が 0.3 巧 1.0 0 ぶ 0 •け メグ ホー ふ 

相ぶ コン ダグ タン 义 1， 巧 5 1， 1001 ，が 0 1， が 0 オーム 
ブ ンート 'お 流 5.4 4.0 7.0 10.5 ミリアム ペア 

遮鞭グ 、、り ツ ドぶ 流 1.0 1.7 2 ぶ ミ 9 •尸 ふ ペア 

用 途 

マツダ 眞 をを U ん 78 は茵巧 化が 幅 用と して 
設計 さ U む 傍 熱型 五擁 傑でありまして、 が 幅 
お数 非常に 高く、 內部靜 带が摄 ル さく、 巧が 
波が 幅 偉と してな 適の I ので わりまず。 

化 用法は U ん 58 と 同様で ありまず が 加熱 繊 
條お 脈がん 3 ゲ オルトと なつて ゐ まず 〇 む 動 
単 用タん Y 機 及が パヴー •トラ ゾス •ンス 、巧 
信 機化と して 推獎 されろ もので ありまず 0 化 
巧變 お 幅で もりまして、 む 動 巧 あ 制御/たなし 
得、 變郝が 乂けお 縫 調 心が み 限に 化つ こと も； 

巧來を 



0 


100 


20 日 


300 


400 


賦攝空 皮 Ep (ブ 乃ん N 


ス— パ— ヘテロ ダインの 第一 檢波 のちを 


巧變增 幅と して 使用 ぜろ暗 


加熱 紙條帶 離 

プレート 電糜 
遮 薪 グリッド 電糜 
制御 グリッド 電歴 (約） 

抑制 グ 9 ツ ドは 陰極に 接線ず 


6.3 

250 

100 



グ オクレ ト 
グホ タレ ト 
グ ホ; レト 
グ オノ レト 



2 0 


8 


2 


照 锦お茄 .5^ ミリアム ペア 一 



Page. 53 
(missing) 



Page. 54 
(missing) 



Page. 55 
(missing) 
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(missing) 



ダトとの 接觸ホ ま抗知 かくすろ ことが 必要で わります。 


300 


4 如 


が 0 


600 


交流 A ロ 蚕 巧げ; 1ルト) 



-の H ん的巧 フィルタ— 


HX ぶ 2 •打 又- 83 用 フイ， レター 卽ち 水銀 蒸な 整流を 
じ 巧 ひます 0 フイ, レターに に 成ろ ベく、 チ ヨーク， イ 
ゾ プット 型の i の お 用 ふべ をで ありまず 0 これは 回路 
のをを とい ム點 から 音つ て I 望ましい がで をリ まず 0 
ゴンデ ゾサ 一， インプットのと をはを 一 ゴンデ、 ゾサー 
も 化來ろ だけ ルを 愚に ずべ さで、 づン テ" ンサ -の 大き 
な 場合には 尖 頭 電流が を 荷 雪 流の 借に i 逵 ずろ ことが 
あるから でず C 


フ 'フブ 远巧爸 
HX -83 

EpSOV 



堪巧出 n 霉 ほろ 〔ルと 


一 57 — 




マツダ 養を 管の M09 


規格る 特性 


をを (平均) 
な 火巧觀 
繊 條お酿 
雜條お 流 


i〇m 

が耗 

1.1 ゲ ホ/レ ト 
80 ミ 9 ア A ペア 


II な 

ブ レ〜 トお脈 
グ 9 ッ ド带赋 
ブンー ト化流 

增魄 率 
巧 郁 巧 お 
相ぶ 傅 謀 率 


策‘ 1 励 
90 ゲ ホルト 
-ん 5 ゲ ホ/レ ト 

2.0 ミリアム ベア 

8.5 

；1 ん 000 ホー A 

530 マイクロ モー 



用 



マツダな をな ux - icm は 所;; 巧 一般； 贼 巧を 従で 檢 波、 
が 幅 何れ じ もが 率 ふく 音 巧 I なく ホ烛 みて な 力の 經濟な 巧 
をを で わりまず 0 
が 幅に 化 用ず る媒合 

UX-109 け蔚 周波、 低 巧な、 が 幅 仰れ にも 適しまず 0 上 

記の ぶ！！ にて 働 作さゴ ろので プ ン-ト 及び ク •、） ツド蹄 線は 
繊條の 貸 端に お然 致しまず。 

檢 波に 使用ず ろ 媒介 

グリジ ド檢 波に 化 パ! ずろ 際け 下記 條 がが 適 巧で ムリ ま 
ず 0 

ザレ一 ト ぷ雕 LM ) 〜けゲ ホん •ト 

グ •り ツ ド リーグ 0 •む〜 う メグ ク オーム 

グリ ツト つ：/ デゾ サー 0•00 りの マイ グ n ソ r ツド 

ク •、リツ ドた を 線け ソイぅ メント の 正が, リニ 輔 びまず 0 




マツダ 巧みな 
UX —10 な 



全 

を 

繊 

維 


火 

條 

條 


マツダ 眞を管 UX -110 


規格 及特お 


獻平 

域） 

102 错 

旌 

徑 

が 精 

语： 

壓 

1，1 グ ホルト 

常 

流 

160 ミリアム ぺブ 



P 

金 


プ 

レ-ト 瑶壓 

90 

ク， 

リク ド 诏：壓 

- 9 

プ 

レート お 流 

5 

增 

幅 を 

5 

巧 

部 巧 お 

5 ぶ 00 

稍 

ぷ 傅‘ 導 率 

830 


鎮 1 【饰 

巧 0 ダ オクレ ト 
- 18 ゲ ホ/レ ト 

8 ミリア A ペア 

5 

も 000 ホ •ム 

1， り 00 マ^グ ロで 一 



グリジ ドな プレ-ト 蹄 線け 繊棘 のた 松に 按斌 致しを ず 0 




用 途 

マジダ おを 答 じ X - 11 0 は 1 グ オクレ ト級 
のが 段 お 幅靜 であり まずから UX ，109, 

UX-lll 

雄グと 使用 
した 巧 信 
機の が 力 
をと して 
をむ 適し 
て 居り 歪 
なく 火を 

なが 力 も おへろ ものて あ ； 
，りまず 0 M じ大 m カお黨 W 
む 場な、 例へ に 公を 用 等 f 、 

* の 燃み じは プッシュ プ瓜 
に 使 巧 致しを ず 0 お 31 


1 

1 




寒 

マ 



—L 

/ 




ド 《 巧ゲ才 ルり 


— 6〇 


UX-109 


UX.109 


7 ツゾ 

UX*M 0 


SiBBS 5 S » S 5 BS ^ B ~ 



OM け A * 
〇WI か f 



直流 經濟揀 に 就いて 

( 1 グ ホルト 巧） 

ん B 電池 典 乾 お 池で 働 さ、 靖 力の 非常に 經濟な T 

マ ジタ *1 ゲ ホルト 級 巧を' 笛には ホ ざの み辖が もり 圭ず 0 

UX - 109 な 能 H 極な をを 

UX - 110 お 力 お 幅 用 眞を铭 

UX - 111 凹 極 巧 蜜を 

UX - 111 K 巧 增を四 摇眞垫 皆 

UY -133 (終 段 用 五 極眷） 

UX - 134 C 高周波 五 捶嘗） 

UZ -135 (巧な 数變披 答） 

此缔の お 造を はお 振動に ふつて 起ろ 雜音 、所謂 マイ 

グロフ オゾ ニク ク、 ノイズが 小さい 様に 設計され て 居 

りかして フ アウ リング ク ぉを しません 0 銷條お 脈け 1 ゲ 

ホ/レ ト 巧ち 1.3 グホ かトで 動作 致し 圭 ずろ;、 戍ろ 巧く 

化く 使 ふ 機に ずろ となを 篇 ••©薄を 杏 大變延 す ことが か 

來を ずから、 A 帶 池には 1.5 グオ; レトの 髓带池 私が ひ必 

す 娘 條诞が も， 褲乂 ずろ ことが 必 嬰で、 むやみに 明ろ く 

しない やう じして 下さい 0 


一 ろ I 一 


マツダ 眞を管 UX -112 A 


規お及 特性 


を お (平均） 

玻 大 (底 徑） 

她 條带脈 
が 條带流 
t：l を 

プレート 带贩 . 

お 幅 率 

内部 巧 お 

5, 000 オーム 

相互 傅 導 率 
1，700 マイクロで 一 J 

用 


U 2 巧 
が鹤 
5 ゲォ 

0 •巧ァ ふ 

第 1 樹 

20 -180 グ才 


心ト 

ペグ 


プレート 常 流 

7 ぶ ミリ 

T ム ペア 


途 . 

マジダな をを ux - nsA け 萬 お 
ち 極 巧を 巧で もつ て、 巧 周波 化び 
に 低 巧 彼のを 幅川眞 をな であり、 
乱つ 徑 をなる 終 段 お 幅が でもり ま 



巧 要電お 電流 




— 6 ぶ 一" 




法 な 

(ィ） が 通の お 幅に 化 ふ 場合 

プン ート带 腿け 前記の 如を ものが 適赏 てず がの .5 ゲホ 
，レト 〔バイアス -3 ゲ オルト） 义け 45 ゲ ホ, レ ト （バイ ア 

ス 無し） で ふ く 働を えず 0 
(ロ） 檢 化に 化 ム撰合 

ク •リツ ド 檢化圃 路ぉ巧 ひて 充 かにを い 結 巧 も 4 等ら れ圭ず 
が、 近 炬離巧 悟の 瑞 なのかく 入力の 巧併大 なろ がけ プレー 
ト檢化 回路み 用 ひた ホが を 難が 巧を でを つ强大 でんり も 
ず 0 

注意を 近 この 眞を 皆じ大 改造 お 加へ 支して UX -12 A な 
ろ ル 型 高を 傘な 边 をが 發 表さ H て 居り 支ず から、 むろべ く 
UX - 12 A 知 御 使用 下さい 0 



I す自 葛!! 至て 5 1 

\ 自動 バイアスは 外に 中し 圭 した 通り、 资 •を 巧に バイ I 
ミアス 语壓な >與 へまず のに、 その 眞巧嘗 の プレート 巧 流 
I I こ つてを すろ 帝壓絳 下な •使用す ろので もりまず から I 
この場合 低周波 お 幅な の やうな 場合には 非常に プンー I 
ト 電流が 變 化して バイアス にも 變化 もがし まずから、 ^ 
高周波、 化 巧 化 等 化ての 巧を 靜 を^ 嫌れ ろ プレート 带流ミ 
を 部 も バイアス 用に 供ず ろ ホを がを りえず 〇 この 壊 合^ 

j I こは フイ クレ ターチ ヨーク ブゎ アース 側に 乂れて チヨ 一 グミ 

I の 捲 線の 中げ 點 から 取ろ 事 I 化來 まず 0 ミ 

リ 卽ち、 バイ アス常壓お取ろに、 その眞を锋のプンー ^ 
j ト 常 流の みに ら す、 他の 眞を 管の プレート 電流を も 
^ 利用 して化來得ろ限リ バイ ァスの變化もみな く がんと \ 
! ずるみ 化で あり 圭ず 0 


— ろ 3 一 



マツダ 眞を箇 KX - U 2 B 

〔半 波 整流 寅 空を） 


をを 〔平均） 112 巧 

底 徑 C な 火） が 巧 

雜條 1 这疵 C タ 流） 5.0 ゲ オんト 

媒條语 ： 流 C 巧 流） 0.5 アム ペア 

ロ な を 3 岡 

最火 プレート 電脈 C を 流） 1 が ゲ ホ, レト 
最大化 力 （爲 流） 30 ミ、） 7 'ム 


マジダな 巧を KX -112 B は 半 化 整流 用 お 
を 鞋でル m 力の 巧 流 巧な 機 用に 設計され ておりまず。 其 炎 
流 常 厭に 對ず ろな 流が 力 伽の 巧贩巧 回路の 常数 もむ 荷难流 
じ 主つ て 和 違が ありえず ろて、 火 概の常 脈、 お 流の 關係 けみ 
阅の述 りで もりまず 0 

半 化 整 化の 踢な 


を 意 化 【ミを お KX - じ H なろ 改 な 迦が {じえ したから な 
るべ く KX - 12 H お御俠 化 下さい 0 


— 64 一 




マツダ 賛空管 UX -120 


92 巧 
2 肖 
ム 3 グ ホ心ト 

0.132 ァ A / もァ 
典‘ 1 圆 

1 巧ゲ ォ心ト 

プレート 電流 
ふ r ん 5 ミ 9 ァ 4 
ペグに が^て 


プン- ト常陳 〔嚴大 ） 

が 幡 率 ん 3 
巧部祗 おん 500 ホ 
棚ぶ 傅譜率 5 巧 




- 、' ツグ 眞缠餘 UX -120 はを 流用 眞 をう 
段 巧 增幅嘗 として 設計され たもので あり 
化 用ず ろ踞 合の 帘脈 

プンー ト電酿 グリ クド バイアス 

(ヴ ホルト） （ヴ ホルト） 


プレート 電流 

C ミリアム ベア） 

ん 0 

ん 5 


1 如 


— Q ; — 






マツダ 夏を 管 UX -171 A 


112 巧 
が错 

5,0 グナ クレト 

0 •巧 アム ペア 

巧 1 碗 

1 80 グ ホルト 

プレート 谐流 
20 ミリア ふ 

ア じがて 



巧 途 

マツダな をを U ん巧 1 A はお 
段 お 幅 用と して 設計され て 巧り ま 
ずから、 大きな 無を 化 力;^ 併ろ 嫉 
をに 適 常で ありまず 0 

り） プレート 電壓 じ對應 ずろ ジ* 
9 ツド •バイアスの 偏: はみ の 通り 
であり 吏ず 0 


プ 

レート 巧 度 

グリッド •バイアス 


90 ヴ オルト 

—16.5 ヴ オルト 


巧 5 

一 7‘0 


化 (） 

一 40.5 


(ロ） プレート 蒂 流が 巧當大 をい もので ありまず から、 が 
通の 窩聲 器に 化 用ず ろ 場合は、 化 力 圃路じ 低 周 化 チョ- ツ 

(10 ベ/ 30 へゾ 、） 一^ ぶび ゴンデ ゾサ ーリ〜 4) マイ クロフ アラ 

ジ ド） 义 けし 1 の 化 力 錢應器 お 化 用して 下さい 0 

— 66 — 



性 

特 

及 

巧 

規 


ム 


ホ 

0 0 
ん巧 

1 


ィモ 

ブロ 

0 

7 

1 


がブ 帯/ 

サを谣 帝 t 巧ソソ 

秋が i 幅ゴ 
ぶ， ィ化條 。；^ 部ぶ タ 

大 

をな 攤瓣 n がが 巧が ク 


マツダ 賣を管 


UV-199 

TJX-199 



規巧及 おお 

お (平均） 1 


が锭 ( UV -19 の 
92 耗 ( U ： X -19 の 


取 火 底 徑 I 

攤 條 蒂 脈 

^條 谣 流 
日 金 

妓火 プレ-ト 带贩 
が 幅 率 ん 5 

巧 郁 巧 お 15,500 ホ- 

和ぶ づン ダク タゾス 425 ロ 主 



25 お CUV -；19 の 
29.4 ぉ ( UX -19 の 

ん3 ゲオ ト 
(>•063 アム ペア 

巧 1 圆 

90 ゲ ホルト 

プレート 难流 

2,5 ミリアム ペア 1 こかて 



注 栽 こ© U ： X •巧 9, UV - 1 が） は ラゲ ォの 初期に 設 おさ 
W しました もので わりえず 0 最近は UX - l 〇 9 等の 極を な眞を 
咎が錢 表 てれて 居りまず から UX -109 蘇 合推獎 致しまず 0 


— 〇7 


固を バイアスと 自動 バイアス 


、 



义流巧 倍 機が 發违 しなぃ 時 巧け バイアス 蒂 腿は 
G 靖池 じて 取つ て 居つ たのが 巧 通で もり ましたが 
今日の 如く 巧 流受偕 機が 残 達して 參リ まずを、 化 
てと をして ふい 程が 自動 バイアス として 使用され 
て 巧り まず 〇 これは、 力一 ソ ドの アース にな ‘去と 

一を* 姐 列に 入れまして、 プン 一ト谐 
流に ふるこの 巧 おの 所の 带壓 降下 も、 パイ アス帶 
腿に 利用ず る ことは 衆知の 事®- でありまず。 しか 
しこの 操 合、 音 舉常流 もこの 拽おも ■述リ まして 常 
池4^^れむ場なの如く 、 がにーおのバイ アス電腿 
起與 へる 事は m 來な いので、 其 姑 巧は 面白くない 
お艰 となりまず 〇 そこで、 出來 得る 限 リコ ゾ デゾ 
サ—も 火を くして 音舉霜 流の やうな 交流の 部 かは 
なろ ベく この づン デン サーも 通ろ やう （こさ たい 
i のでず 〇 

これは 低周波 增幅 幹に 就いて 特にな 超しな けれ 
にならない もので、 3 ン デゾ サ 一也 大きく ずろ こ 
と に ふ つて、 周波数特性 ^3 ふ く な リ ま ず〇 搬つて 
載 姐の やうに コゾ デン サ— にむ 段々 火き な 電解 コ 
ン デ一 サ 一が 出來て 括りず まから、 川來ろ だけ 火 
きな もの も ■使 化して-ド さい 0 


— oS — 


マつ ダ 眞を管 UX-201A 


おお 及 おな 


全長 (平均) 
な徑 C 最大) 
繊條带 脈 
雄條葡 流 
日 な 

プレート 带脈 
グ 9 ツド带 脈 

が 幅 率 
巧 部 巧 お 
相ぶ 傳導率 

用 


112 お 
が耗 

5 ゲォ ，レト 
0,25 アム A ア 

巧 1 聞 

135 ゲ ホルト 

-9 ゲ ホルト 


8 

11，000 オーム 

7 巧 S 主 ご 


プレー 

2,5 ミ 

ベア 


巧 流 

T ム 


を 



マジダな を替 UX -2 化 A はお 能 
巧を 眷 として 設計され 檢 なお 幅の 
何れに も 適して 居りまず 0 

継が 巧 脈け 5 ゲ オ瓜ト じ 設計 さ 
れて 居りまず から 必す 5 ゲ オクレ ト 
下で 使用して 下さい 0 
かほ 檢 化ぶ とずる 場合には プン 
- ト電脈 知が グオ ，レ 1、 化 じて、 グ 
9 ク ド、） ーツに 2 〜 5 メグ オーム、 



及び グ 9 ツド コンデンサーけ 0.00 化 5 マイ クロフ アラダ ド 
として ク *9 ツド檢 波と して 使用が 適して 居りまず。 

然し この 巧を 管は ラ 个オの 初期の 10 であり、 を 近の 巧 
型 巧を をに 比し 餘 りを 率の よい ものでは わり まぜん から、 
卿が 用は わず、 み 歎し まぜん 0 
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ブツダ 眞を管 UX -202 A 


(サイち トロン) 


を 長 C で 巧) 
な 徑 〔な 火) 
繊條 巧 破 
雜條巧 流 
日 金 

プン- ト巧脈 
制御 ク •リツ ド 化 脈 
が幅樂 
巧 郁 巧 が 

稍を づゾ ダク タゾス 
プレ- ト 巧： 流 


規巧及 特性 


が 0 な 0 

-22 - 31 

8 8 
0,000 5450 

1， ぶ} 0 1 ぶ 50 

10 パ 


1 姑耗 . 

巧耗 

7,5 ゲオ； レ > 

1,25 アム ペア 
尔 '1 圆 

425 ゲォ / レト 

- 39 グりジ ド 
8 

5,000 オーム 

1, が) 0 マイクロち 一 
18 ミリアム ペア 


なお 巧 お 1 も 000 11 ぶ 00 10, 200 ホーム 
が .力 0,4 0,9 1.6ヴ クト 


巧 を 

UX - 202 A は サイ モト ロゾ UX -202 乂と 
ぶが けられを してを 幅、 變 調、 簽振用 送な 
なと して 設 許された もので ありまず 0 乍が、 
一般 マツダ 巧 備用眞 を 瞥閒が お 幅に 推 輿 さ 
れ ろむ ので ありまず 0 其の 賜 合には 上記の 
おがで が 用を しまず 0 
かほ 發振 W として 使用ず ろ 場合には プン 
一 V 巧お杳 巧で ジト をと して 下さい 0 



一 で 〇 一 




注意 この 较を靜 け 弊が では 送信 用な をな として 取扱つ 
C 巧り ますから、 贩を條 件は 他 巧を 替と黎 つて おりまず 0 


マツダ 眞を管 UX •の 2 


規巧 及特巧 


を 



長 

を 



徑 

锁 

條 

靖 

腿 

雑 

條 

電 

流 

n 



を 


プレ-ト 带壓 C 驳 火） 
遮蔽 グ 9 ツ ド帶账 
削 御グ 9 ツ ド语贩 
お蹈率 
內部 おお 

がを づン ダグ タン 义 
プレー ト带流 
豁遮グ 9 ツ ドな 流 


じ 纖 

が お 

ん3 ゲ ホん ト 
0.13 アム ペア 
巧 4 岡 

1 がゲ オクレ ト 

45 ゲ オルト 

. 1.5 ゲ ホルト 

270 

7 な， 000 ホーム 

8 な マイ グロで 一 
1 •了 ミ 9 y ム ペア 
0 ぶ ミリ T ふ ペア 



か I ミ 遮蔽 グリッド 端: 酸が ゲ 
ホ •，レ ト じした 場合げ グ リッ ドが 
合 抵抗は 5 メグ ホー ふ、 亦仍 .5 
ゲオ み’ トの 場合 巧 1 メグ オーム 
も > 超ブ ことのな いやう じ 願 ひ 
まず 0 

ホス ペース、 チ 卡ー个 、グ、 ) 

ツド眞 をを として 攸用 ずろ 場合 
じは、 內 側の グリ ツ ドみ •ス ペー 
ス 、チヤ 一 个、 グリッド として 

お i ひる ことが お 來 まず 〇 



— つ 之 



リ—ァ 成 流 


10 
14 ぶ 


* タ流 錐條の 中蚀點 •から 測を した 値 0 
化 (ミ 最近 UX -226 じ 大改を も 加へ まして UX -26 B み發 
获改 しました からが 成 U んが B 合 御が 用 下さい 0 


規耗る お 巧 


を 長 

瑕 火族愧 

繊 條谐歷 

她條巧 流 

M な 

プレート 福: 脈 

グ 9 ジド電 脈 

が恼 率ん 3 
巧 部 巧 お 7,300 ホ-ム 

ネ 11 互 ゴソタ 1 150 マイク 
グ タゾス ロ モ一 


11 雌 
がが 

1，5 グ オルト 
1.05 アム ペア 

萊调 

180 グ オルト 
14,5 ゲホ タレ ト 

プレート 電流 
ん2 ミリアム 
ぺプ 


用 途 

マクダ 眞を锋 UX -226 は 高 巧 
化 姐に 化 周波 お 幅 皆と して 適が 
な もので わりまず が、 プレート 
化: 脈、 グ 、） クド •バイアス ぶび 
が 場合の プレ-ト 带壓の 値は 大 
體 みのが じなりまず 0 


ゲリ ツド •バイアスみ 
(ヴ ホルト） 


マツダ 厦を管 UX •の 6 


一 7、； 一 




マツダ 眞を管 UY - の 7 


m 徒 
45 精 

2,5 ゲ ホルト 
1,75 アム ベア 

第 8 圆 

180 グ オクレ ト 
1 ん 5 ゲ ホン ト 


內部巧 おも 000 オ 

相互 コソダ 1 ぶ 〇〇 マ 1 ク 


ブンー 1、 带流 
5,0 ミリアム ペア 


マツダ 廣を絳 UY ， 2 巧は 傍 熱 ぉ •ぃむ V — 

型爲を 锋で檢 波、 增幅兩 用に 設 ’ [ホ づ- 

許されて ぁリ まず 0 3 一!！] _づ-;巧 巧！！ 

檢波替 として 巧 ひる 場合 じけ ' 7 づ^ トろ 

一般に グリッド 檢 波が 採 川され ト-户 一^ を 

吏ず が、 音質の い、. こと も。 兹む • こよ 

場合は プレ- 1、 檢 波が 適當 でも 1 i イピ K !"/ 丄 ■! 

りまず 0 

檢 波の 場合に 媪當 な爾贩 、巧 おの 値は みの 通りで もり ま 


ブレー ト檢波 
プレート 電酿 250 

グリッド 谱脈 一 30 

が (ミグ リッ ド檢 波の 場合の グリ 
サ 一に！ 一 5 メグ オーム、 0,00025 

常で わりまず 0 

巧 栽 最近 改 A された UY - 巧 
巧 成 XJY - の A お 御 使用 下さい 0 


ツ ド、 リーグ ぷコゾ デゾ 
ブイ クロフ ァ ラジ ドが 適 




112 巧 
がが 

2.5 グオ / レト 
1,5 ァ A ペア 
第 S 樹 

180 ゲ オクレ ト 
^•5 グ ホ; レト 


マツダ 巧遲餘 UY - 2 の B は、 将じ超 
檢化 おを 巧と して 設計され たお 熱型 超 
檢化 巧を なて ありまず 〇 化ほ攸 川上の 
注 想と しては みの ゃうです 0 
檢彼 用と してに 一般に グ 9 ツド檢 化 
が 適が であり まずが、 が 場合の プレ- 
バ £腿 姑に グ リツ ド、 9 ークの 乂體の 
偏: 巧みの 機で ありまず 〇 


マツダ 眞を管 TJX -230 


規巧 及特巧 


を 枝 (で 巧) 

谊 禪 (を 火) 

織 條 電 壓 

織 條 電 流 
11 金 

プ レ- ト電糜 

グ 9 ッ ド帝壓 
プレート 常 流 

增幅率 
内 部 搬 が 
棚ぶ 俾攀率 

巧 


102 巧 
29.4 お 

2 グ ホ， レト 
ぶ 6 ア A べプ 

巧 1 圖 

1 がグ ホルト 
-9 ダ ホルト 

3.0 ミリア A ぺ 
9,3 

10,300 ホー ふ 
900 マイ グロで 


90 



2.5 

9,3 

11，000 

850 


を 


マッダぶ を错 U ん 扣0 はおが 0 UX -1 9 9 
と 外が 巧同模 でもり まずが 其の 電な的 特性 
け遙じ 勝む たもので ありを 常 力 消费貴 桃み 
てみ なく UX -201 A の Vio じぶ げす UX - 
1 9 9 0% で 足りる もので もリ圭 ず。 檢 化、 

增幅 何れに もが 川し 得られろ 高 能率の もの 
で わりまず 0 尙 I ミ 化 用の 注意と して 
を 傾に 使用ず ろ娛合 

UX * 2 如は 高 周 彼 ほ 朋波何 H のち 幅に も 
化 用が 巧まず 0 テの 場合 上紀 おがが 適して 
居り まプ 0 

檢化じ 化 巧ず ろ换合 

(リグ 9 ッド檢 化 法の 媒合 0 

プ V - ト電壓 がゲ ホ， レト PJ 、 ド 

グ リツ ド，） ーグ り •お〜 5 メグ ホーム 

グリ ツドゴ ソデ ゾサー 0•00 りの マイ グロフ アラ ツ 



— 7 り * 


の プン- ト檢波 法には 下記 電 眼が 適觀 でありえず 0 
プン- ト话壓 135 ゲ ホルト 

グリ クド 带壓 - I 3 ぶグ ホルト 

プン 一]、 帶流 * 0.2 ミ）） アム A ア 

* 入力 シグ ナク レ電脈 零の 時の 値 も •巧ず 0 


この 穗の 2 ゲナ ，レト 級け 所謂 お 流 鹤濟眞 を 奪で、 み 去の 
如を 数 種の ものが 製作され て 居りまず。 

UX- な 0 巧 能 H 揉を 

UX -231 お 段 ミお综 

U も 232 遮が 四極铸 

UY -233 終 段 五お锋 
UX -234 商 周波 五诬炼 

な 上の 如くで 五 種類 ありまず 0 

この種 眞を薛 じを も 注なず べきは、 非常に 細い 猫が がが 
ひられて 居リ まずから や、 もずろ と マイクロ •ホ ニックの 
雑音る •を じたり、 フ アウ リング も おすろ ので 充 々其 點も考 
がして 製作 致して 居りまず が、 巧 信が 知 お立てられ ろみ 女 
にむ 部 か 品の 配 お 上 術ろ ことなを 機が 考虑願 ひまず 〇 然し 
他 製 眞を铃 で 其 •華ち おを 盛し ないで 製作され た i のには おん 
ど 使用に 耐えない I のが あ リ圭ず 0 
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マツダ 養を 嘗 UX -231 


規格 及特お 


を 長 (平均） 

な概 をが 
鄉 が 带 腿 
紙 條ぉ流 
1! な 

プ レ— ト带脈 

ジ * 、) ッ ド V 直酿 


プン —ト带 流 

が 幅 率 
巧 部 拽 が 
抓ぶ 條游率 
を 荷巧抗 
不 歪 が 力 

巧 


120 n 

彭耗 

2 ゲホ クレト 

0,130 アム ペ •ゾ 
巧 1 圖 


1: 巧 

180 

ゲ オル’ ト 

-22.5 

-30 

グホ かト 

8-0 、 

12.3 

、 

リブ ム乂ア 

ん 8 

ん 8 



ん 100 

3,000 

ホ 

ーム 

925 

1,050 

マ 

イツ ロで 一 

7,000 

5,700 

ホ 

ーム 

0，185 

0 •巧 5 

ヴ 

クト 


遙 


ザ かが 庐 •を 符 UX - 2 別げ 2 ゲ オルト 級 

带 力が 幅符で TTX ：- なん UX ， 2 32 等 使用た 
ツ 1、 最終 化が 化が 幅に 化がず ろのを な 適と 
なし もず 0 

(イ） 維が 》 

維 條電壓 けなろ ベ < 低く 化 用し、 荷く と 
も 2.2 ゲ オクレ ト古 超さないで 下さい 0 
(ロ） を 幅の 瑞合 上記の 怖が 適して 睹リも 

ザ 0 

い、） グリッド 巧 お 

巧 おお 合 お 幅に 使用ず ろ 場合の グ 9 ツド 
リ-クは ！•0 メグ ホームな 下が 適當 し^ 盾 



リ圭ず 〇 









ツグ 巧を 巧 
UX — 231 
ト: j > - M.V 住 


，'巧 巧げ 



レ— トが流 


一 79 一 


マツダ* 空 管 try •巧 2 


を 枝 C で 均) 

直 徑 (妓 火) 

銷 條帶壓 
銀 條 常 流 
n を 

プレート 葡壓 
齡御ク • 9 ッド 帶壓 
遮蔽 グ 9 ッド 爾:酿 
が 幅 率 

的 部 巧が 

ポ! 互コソ ダグ タン ス 
ブレー ト带流 


規お 及特巧 

1 な 巧 
が耗 

2,0 グ ホ, レト 
0,06 ァ A ぺァ 

第 4 圖 

1 •ミ 5 180 ゲ ホ/レ ト 

一 3 - 3 ゲ ホルト 

むス ぶ 67 , 5 ゲ ホ； t ト 

610 780 

950,000 1，20 0,000 ホ一 ふ 

斜 0 が 0 マイ グロで 一 

L 7 1.7 ミリアム ペア 


用 莲 

マツダ 眞巧驚 UX - 232 は 遮蔽 ク ’9 ツド 
巧攝 巧を をで UX -2: U 等な 4 ぉ 巧 
した 巧 信が の 高 則 化 お 幅 川と して おも 適し 

て 居り、 义檢 波に 化 巧して を 焚 良く 感度 愿 
巧な もの でんりえず。 

化 ほ 使 化との な 意と してけ 
お 幅に 使用ず ろ嫉合 

UX -232 も 高周波 增 幅に jfj ひろ 際は シー 
，レ ドみ 毙 全に 致しまず 0 上記の 拽 がが 適し 
て 居り 麦ず 0 
檢 波に 使用ず ろ踞合 



グリッド 検波、 ブレ- ト樣化 何れに も 使が 化 ホ、 下記 倏 
仲が 適饼 でもり ます。 


プ レ— ト帶壓 


ク * リ ツ ドが 波 

135 


プレート 檢化 

；175 


(ゲホ ト） 


— ^ ?>リ 


ス グリ一 ソ說鹏 

ク 、、リッ ド電酿 

ク * リツ ドづン デン サー 
ク 、、リ ダ ド 。 - 

な 荷 


が 


0,000 な 

H ド 


パ 7,5 ゲ才ル 

ゲ ホ； レ 


ク P フ アラ ゾド 


リーグ 1 〜 0 —— メグナ ーム 

贼お 一 10,00 0 オーム 


マ .; 

, ダ 

‘眞を 曾 

止 
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一 232 
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フレ I 中ぶ スク リ—ン グリ 



ド お 流 了 リアム ベア} 


マツダ 賣空管 UY -2 お 


規格る 特巧 


を 挺 C で 均) 
趙 徑 C を 火) 
纖 條 带 壓 
維 條 带 流 
日 な 

プレート 带壓 
遮が グ 9 ツ ド带壓 
グ 9 ツド带 脈 
プレート 带流 

遮が r リク ド带流 
带備率 


m お 

がが 

•ム 0 ゲ ホ； レ）、 

260 ミリア A ベ T 

第 C 阅 

1 がグ オルト 
け 5 ゲ オクレ ト 
- 1 ム 0 グ オシ ト 

14 •ぶ ミリア A ベ •グ 

-3 ミリ T A ペア 

70 



巧 郑 巧 お 
相ぶ 傑譜率 
負荷 巧 お 
不速 か 力 


，う も 000 ォー A 

1，450 マイ ッ n モー 
7 ぶ 00 ホー A 
0,7 ヴクト 


(17 Y -233 は 惟 穂 雌 品で わりえず から 御 部 文に 化って 製 か 
なして 巧り まず） 


用 達 , 

マツダ おを 緯 IIY -233 にな 流用べ •ソトー ドで UX ぶが， 
U ： X - の 2 樂 使用 もク 1、0 終 段 用と してを 適で もりまず 0 自リ 
ち 入力 シグ ナク レ電 L がが ル さくても 和 常の 大化カ も 得られぶ 
昏巧攝 みて 及 かで あり 走ず 〇 從 つて U ： X -230 で换 波し、 そ 
の 傲 こ UY - 233 でが 曠 ずれ! で おお 離の ニ 巧 巧 信 機 じなり、 > 
UX - 23 2 で 高 巧 波が 幅し 檢 彼に UX -230、 义は UX .2 おん 
健 川 致し 麦ず と H がぶ 0 巧 倚 おがり I , ホまず。 
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HI 


■ 


曲 晒 


•20 


30 




ち I 


い 5 
レ ■ JO K 
C • .a\AtT. 
C,* .DDO が Hf* 
• 000 ! MJ 
Cl- Zaj.P 
が • 3 Ortn 
み •； M け 



化 ほこの 2 ゲ ホルト 常 池 用と して 變 を 幅 ペン トード 17义 
34 が もり 支ず 〇 この UX -34 お UX -232 の 巧り じ 化 用 致 
しを ずと 一層 ふい 成 鑛み擧 げろ 举 がが 米まず 0 


— 公3 ^ ^ 



マツダ 員を 管 XJY •巧 5 


全長 巧 巧) 
な 乂 度 徑 
加熱 锁條 常壓 
加熱 雜條 題： 流 
円 を 

プレ-ト 常壓 
制が グ 9 ツ ド带跟 
遮蔽 グ •） ク ド带壓 
が 幅 率 
巧が 巧 お 

梢を づン ダグ タゾス 
プレート 巧 流 

遮 栽 グリッド 電流 


規巧 及特お 

1 な 巧 
が锭 

2.5 ゲ オルト 
1*75 アム ペア 
巧 9 圖 

180 250 ゲォ ，レト 

- 1ぶ 一 3 ゲ オルト 

75 90 ゲ ホ/レ ト 

305 420 

300,000 400,00 0 ホー •ム 

1，020 1,05 0 マ イツ U で 一 

ん3 • (ミ .5 ミリアム ペア 

2.5 2*5 ミリ マム ペア 



用途 



マ クタ • 

屍を 皆 U 
Y- 235 け 

巧變 み 幅 
巧を なと 
して 設計 
された 傍 
熱型 遮蔽 

ク •リツ ド 

巧械 巧を 
管で、 特に 荷 腐 波が 幅に 

用 ひて 戀調丞 、グロ スト 
ーグ告 かくすろ ことが 化 
がえず 0 化 (ミ 化 用 の ホ 


— 84 



蔚 としでは 

(ィ） 陰極は 加熱 潍 がの 中煙點 じ接繪 して 下さい 0 

(ロ） グリッド •バイアスは ••1.5 ゲ オクレ ト から 一な ゲオ 

f ル トを變 へて 使用 化 ホえず から、 强弱 何れ© 信號も 一様に 
歪みな く增 幅され ミず 0 • 

レ、） お 幅 回路は グリッド •バイアスが 巧 變な化 外け マタ 
ダ 眞を管 UY-2 なの 場合と 巧 ど 巧 様で ありまず C 




m 


0 なお 中を に 言 巧を まずる 場を 

ラ个 ホお瞄 いてろ 內じ スーと 獨 りで じ 雜がル さくな 
リ义 自然に 大聲 となり 义 小さくな ろ ことがあ りまず。 
これは な 送 局から 巧當 離れた 個所で 巧 倚ず ろ 場合 じを 
ろ 0 これは フ エ-デ イソ グ とち ふので 巧變 を 幅 眞埋管 
例へは ‘UY- な 5, UZ-58 等を •用 ひて 或ろ 程度を 巧 化ず 
ろ 幕が 化が をず 0 


一な 一 





を 長 (平均) 

粧 徑 (嚴大 ) 

力 n 熱 雜條帯 腿 
方 ロ 熱 雜攸觉 流 


グリッド おが I プレート 读楚 

爲が巧 お も3 ヴ オルト 6.3 ヴ オクレ ト もが •ホルト 

プレート 巧 お け 3 け 5 巧 0 

違 お グリッド 巧技 が (長が が 5 67,5 

制 街 グリッド 巧 お 
グリッド •リ 一ク 
コシザ シサ 一 


•0: 脱 5 茄之 


規格 及 おせ 


1 巧错 
が 巧 

パ *3 グ ホ/レ ト 
0,3 アムべ y 

第 9 圖 

180 ゲ ホ/レ ト 
90 ゲオ ，レト 


-3 ゲオ ，レ ト 


巧 部 巧 お 

巧ぶ コン ダグ タゾス 


觀 000 オーム 

1，050 マイクロ モー 


用 途 

マクダ 眞を替 UY - な 6 は 自動 享其他 震動の 多い 锡 所に 適 
ずろ 煤、 特に 設訴 された 巧 熱型 遮蔽 グリ ダ ド 巧を 嘗 で、 が 
幅 率が 高く、 プレ-ト， グ )） ツド 間の 靜電蒋 巧が 槪 々て ル 
さいから 离周化 お 幅 用と して 適ず ろの みならす、 檢化 驚と 
しても 避を な もので わりえず 0 增權 用の 諸お歷 巧 上記の 迦 
りで わりまず々、 •、檢 波 用と してけ みの 如を 谣跟お 御 避び 下 

さい 0 


マツダ 夏を 管 UY -2 が 


— 86 — 




タ 


3 


2 


ヴ 



ブ レ— ト $ 巧、 ヴォルト 


f な 6 


パな 


な 


f66 


け ♦ 


化 (ミこの UY-23G も ー曆な 政した ものに UZ- ロと い .1、^ 
のがみ り、 これに 了を じ Y - 2 なから なおされて UZ-57 とな 
つた ゃうに A ゾ トード 化された もので ホ 常に 徳 巧な I のと 
なつて 居りまず 0 巧;、 UY-2 がな 樹^ UY •がと して 耐溝 
型と して i 黃 おされて 居りまず 0 



グリ ヴド •パイ 
(ヴ オルト 




マツダ 眞を管 TJY -2 巧 

規格 及特巧 


を 長 (サ 巧） 

當 徑 〔最大） 

加熱 難が 電酿 
加熱 纖條ぉ 流 
日 な 

を 大プン - ト带庇 
グ 9 ツド带 M 
增幅率 9.0 

內部巧 お 10,000 す •ム 

が 互 ゴンダ QOrt マイク 

グ タン ス WU ロ モー 


105 错 

ぉ耗 

6.3 ダォ ，レト 

0,3 ア A ぺア 

第 8 圆 

180 ゲ オクレ ト 
-13,5 ゲホ クレト 

プレート お 流 
ん 3 ミリアム ペア 


用 途 

マクダ 質を 管 UY -237 はを として 自動が 用 等 特に 繁動知 
をけ 易い 装 •泣に 使用ず るた みおに 設計され た 傍熱塑 巧を 驚 
で お 波、 お 傾 巧れ にも 適して 居りまず 〇 かほ 化 用 上の 注恣 
としては 

お 波 管と しては 一般に グ 9 クド檢 化が 適して 居リ まず 
カ 《 、音質の ふい こと も 特に 希望ず ろ 場合は 多少 感度け な 下 
しても プレート お 波が 適饼 でありまず 0 ホ々 の 場を の诚服 
if を おぶ びそれ じ相赏 ずる プン ート 電流の 伉に みの 述リ であ 
りまず 0 





— 

iM 


mmms 



心诚 ft 

Urn ん Vt 


マプグ «を» 


|ト《が{1 



お 

ぉが 

ん3 ゲ ホん’*!、 
0.3 アム ペア 

報- 10 阔 

180 ゲ オリ/ 1、 
180 ゲ オルト 
- 巧ゲホ A / ト 
120 

110 ぶ 00 ナーム 
1 ぶ 50 マ イタ ロ 


遮蔽 グ、） クド觉 脈 
制御 グリジ ド帶脈 
增幅率 


遮蔽 グリ 


マッダ 巧を 嘗 UY - 巧 8 け まとして ち 動 审用装 描の かくな 
動ブた 巧け あ い裝搔 に 使用ず ろた々 に 特に 設計され た 巧 熱 班 
五 谣お巧 皆で ありまず 0 

比軟の ルな ろ 入 ブバ琶 厭 I こ對 してが 併 火な ろり けバ ぉ得ろ ゃ 
うに 設計され て 巧り まずから 檢化 答の が 後に 化 用ず る 終 段 
お幅靜 として 最も 適 常して 時り まず 0 化 I ミ 化 川上の 注 痛と 
しては 

(イ） 加熱 潍條 (义け ヒーター） 

加熱 錐 條電贩 (で 规を帝 脈 かそれ な 下で 化 用して ド さい 0 

(ロ） グリツド バイアス 

ク* リジド バイアスけ みの 値が 適 常して 居りまず 〇 その 媒 
なの プ レ- ト语: 流 おじ 遮 お グ 、） ッドお 膝け 乂贈 みの 礫な 値 


が 適して 居りまず 0 





マブ さな 


圆 I 


B 巧 S 因 田 曲 田 曲 田 S 

risss 涅姑 S 苗苗抽 

S か B 置 置 

盛鹽— 

由 翼 養 -皇皇 堅 錫 阻 ■田 S ! 



マツダ 厦を管 UX-240 

お 巧 及特巧 


全 


長 (平 

均) 

最大 抵徑 (平 

均) 

錐 

條 

瑶 

贩 

難 

條 

雷 

流 

n 



な 

プ 

ン — 

-ト蒂 

酿 

ク， 

、） ク 

ド 常 

贩 

增 


幅 

率 

內 

部 

摄 

抗 

肺 互 コン ダク タン ス 

プ 

レ - 

-ト常 

流 



112 锭 
が锭 

5 グォ ト 
0,25 ァ A ぺァ 

第 1 圖 

180 ゲォ / レト 

- 3 ゲォ ，レト 
30 

巧， 000 ホー A 
400 マイクロち 

0 ぶ ミリア ふべ 




化し プ V -ト 電源の 電脈 も* 巧り 
ゲ オ心ト とし 巧 も 000 オームの 外 

部な おも 結合した 攜 合の 巧 部巧抗 
は 大約巧 0,000 オー ふとな り 支ず 0 

其 場合の プ ンート 電流 巧り ミリ 
アム A ア となりまず 0 

用 送 

マジダ 爲を録 じ X- 24 〇 は增 •幅 率 
が大 をく 低周波 帮幅 用と し^ 特に 
巧 お 結を 回路に 巧! ひられて 遠觀 でありまず 0 

が测を 用 等に 使用され ろ攜 合、 雜音 等も^ 特にみ くし 特性 
お r くした ものに UX -5 がが ありまず から 極く 精密な もの 



S 4 3 3 い or I t 

ち I W 


には それ も 使用して 下さ レ、 0 


一一 9 之 一 • 


マツダ 眞を管 UX-2 が 

規格る 持 お 


ロ 4 巧 

5 雌 . 

2.5 ゲオ; レト 
1.5 アム ペア 

巧 1 岡 

2 巧ゲ ホ； レト 
-56 ゲ オル ）、 

3.5 

1700 オー ふ 

20 •弓 0 マイクロ モー 

3(5 ミ 9 ァ A ペア 

が 00 オー ふ 
2 ヴク 1、 



を お 〔ザ 巧） 

商 徑 G 畏大） 

維 條瑶廊 

雄條 带 流 

n み 

プン- ト带酿 （最大） 

ク • ）） ツ ド 巧 脈 

お 幅を 

巧 部 巧 お 

抓ぶ コング ジタン 乂 
ゾ レ-ト 靖流 

な 荷 巧 お 

m み 

用 途 

マツダ 巧迪僚 UX - な 5 は.: 普ら お 

段み 幅 用と して 設 許された もの 

で、 UX- 171A ふり も 火を なが 力 

グぉ叟 こずろ 所に 適 餅して おりまず 0 
窩雖 器プぉ 使用ず る 操 合に け 低 巧 

化 チヨ ーツ •ゴ イク レと ゴンデ •ンサ 

一な* 用 ひろみ •、又は 化 カ變壓 器;^ 化 巧！ L て 下さい。 

プレート 常 歷じ對 ずる グ 9 クド •バイアス 0 備义 び: S： 隧 
の プレート 帶 流は 大破み の 通りで あリ まず 0 





ブ 


(ヴ オルト） 

180 
25 ひ 
2 な 


巧 度 



ブ 


(ミ 



統 


— お .5 

-50 

—が 


27 

お 

が 
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マツダ 眞を管 U 3：-250 


規格る 特性 


を 

を C 最 

大） 

巧 2 耗 

を 

徑 (ず 

巧） 

仍锭 

雑 

條 常 

壓 

7,5 ゲ オ瓜ト 

雜 

條 带 

流 

1.25 アム ペア 

n 


金 

第 1 间 

プン 

- ト难壓 (最大） 

450 ゲォ ，レト 

制御 グ •、） ッ ド電壓 

-84 ゲ オル > 

お 

幅 

率 

3 ぶ 

內 

部 巧 

お ♦ 

巧 00 オーム 

がす • 

ゴンダ クタ ゾス 

2100 マイ グロ 

プ 1 

/ — 1、 電 

流 

55 ミリア A 

出 


力 

ん 6 ヴクト 


グ- < 


ク 

W 


T 


用 途 

UX - 巧 0 は 低周波の 最終が 幅 用 
眞 をを として 設 許された もので、 

特に 歪な さ 大巧 最の お 力 お 要すろ 
所に 用 ひられて を も 適 おして 居り 
まず 0 

尙 (ミ 化ぶ プンー ト谱: 糜に對 して 
を 部の 带壓 々電流は 下記の かくで 
をり まず 0 

プレート* 巧 グリ 义ド バイアス プレート « 流 
(ヴォルト） （ヴ オルト） （ミリアム ペア） 



不言 


巧 0 

300 
お 0 
400 
450 


-45 
一 54 


- 70 
-84 


が 

が 

が 

55 

巧 


值し眞 を 答の 最大化 力 知 要しない 場合には プ 


_ 9 斗 一 


はなろ ベく 低い ホ 力 《 眞 •を瞥 のた みに お獎 されまず 0 もし プ 
V - トが晴 ホを 掉 度に 熱せられろ 涂な ことがあれげ それけ 
プンー ト電壓 が 高 過去ろ かツ • 9 ジド バイアスが 適 常で ない 
^ 溝 ホで ありまず 0 

この場合の グ 9 ツド 結合 巧输て 1000 0 オー ふな 下にして 
T さい 0 


ホ この 眞を替 は 變調营 としても 適當 でありまして 其の 場 
合は みの 値が 適して 居りまず 0 


お大働 作プン 

- > 艳壓 

♦ 

450 グ オルト 

な大 プレ- 

ト拽失 


な ヴグト 

プレート 

電壓 

お 0 

450 ゲ ホ/レ ト 

ク A り ク 

ドぉ壓 

-80 

- 100 グホ クレト 

變 調 

率 

0 ぶ 

0.74 

な 流 プレー 

ト砸流 

20 

30 ミり ア ペア 

强振 入力 （一を がり） 

11 

14* ヴクト 


化グ 9 ツド 、バイアス けを 流潍條 の中閒 X りの 測 巧 値で 
をり まず 6 


かほ おお UX 2 A 3 といん 終 段 用 H 極嘗 が發黃 され まし 
た 0 この U ： X -2 A 3 は 音質 じを をに 驚くべき 進 ホが 見られ 
が 格は みの 通りで ずが、 一巧で A おじ 川 ひました とさは、 

3 ヴ ツト、 A 級プン ュプク レと して 10 〜巧 ヴジト でず 0 

雜 條巧壓 2 ぶ ゲ ホ, レト 



纖條语 流 
プ ンート 1 葛壓 

グリッド 儀壓 
增 幅ぶ 數 
巧 部 巧が 
相互 傅 導を 

プレート 馆流 


2,5 マム A マ 

巧 0 ゲナ ，レト 

-45 ゲ オクレ ト 

ん 2 

800 ォーふ 

5 な 0 マイクロ モ一 

60 ミリア A ペア 


食衙 巧が 巧 W ホ- ふ 


化 力 3,5 ロ ダト 


一 95 一 


マツダ 眞を管 KX -280 



(兩プ ンート で） W …，、 
最大化 力 帝: 流 〔直流） 1 な ミリアム ペア 


ぶ嘗 でが 错 •大きな 化 カ^ 要すろ 
炎 流を 侣 おに 逾篇 •でありを ず 0 
入力 側 巧 流 靖跋に 封ず ろが 力 側 
を 流 雜應は 回路の 常数が じを 荷 
電流に よつ てが 違が ありまず 
が、 大 おの 關係 けみ 岡み 通りで 
わりまず 0 

7 •フ ヴ运 でを 
KX-280 




一が 



so が 60 80 100 け 0 I が 

おぶ 空ぶ ミリアム ペア 


な: U この K んぉ 0 も改歧 した： IOC -80 は耐叢 型と す 
ろと！ り] がに 咖墙 腿む 約 50 ゲ オルト もが 加した 400 ゲ ホ, レト 
と 救し ました 0 この 粘み は ダイナ ミク ク 0 フイ ルドな •フイ 
ルター •プ •ョークに 使用 されても 充 かな かお 腿 も 得る 事が 
岀來ま /〇 然し この場合 I こ フイ； 1/ ターは チョーク •イン 
，プット 型と して 御が 化されろ ぶが な壓 0 錄励 率から ホして 
も、 义 、眞巧 巧の 孫 命から かしても 兹 ましい i のでず。 

そして チ ョーク •イン プ タトの 場合は KX - S 0 でむ タ流 
饱 M 650 ゲオ ，レ ト兹 使用 出 ホまず。 


5 伽 S § 誠？ 柳 W 

£ がち 割 ミち" •タ 


C • 


マツダ 眞を管 KX -280 B 


C ホな 整流 用 眞を替 ) 


規巧 及特巧 


を 

長 〔や 

均） 

134 巧 

を 

徑 C 最 

大） 

巧が 

嫌 

條 電 

壓 

5,0 ゲ才 み’ ト 

錐 

條 電 

流 

1.25 ァ A A ァ 

巧 


な 

巧 3 岡 



プン- ト瑶壓 (を 大) 巧 流 300 ゲ オクレ ト 
直流 化 力 (最大） 70 ミリアム A ア 

巧 を 

KX - 280 B は 半 化 整流 用奠を 答で、 比較 
的が 力の 大 なろ 巧 流 巧 信 機 用と して 最も 適 
餅して 居りまず 0 

な 巧 上の ま 意 

(イ） 雜 條常壓 はなろ ベく 低く、 规 を雨壓 かま たげ それが 
下で 使用して >ド さい 0 

(ロ） 巧流電 壓じ對 すろ 直流 伽の 裙:壓 は 回路の 常数 並に 貧 
荷 常 流に ふつて 變リ もずが それらの 爾壓 電流の 關 係は 大稱 
邮圆の 通りて ありを ず 0 



g W W W か 
S ぶ 9 旺 


—が 


マツダ 夏を 管 KX -281 


規巧 及特巧 



を 

長 C 平 一 

巧） 

巧 0 館 

を 

徑 (を 

大） 

巧 2 巧 

繊 

條 お 

壓 

7,5 ゲ ホ； レ ト 

維 

條 帝 

流 

1.25 アム ペア 



金 

樂 3 圖 



杖 大プン 一 ト霄壓 (巧 流） 7 りり ゲ オクレ ト 
を 火 お 力 （を 流） が ミ、） アふ 


r 


巧 


途 


マツダ 巧を 营 KX -2 引げ ホ 化 整流 用 おを 

なで 比較の 大きな お 力 も 嬰 求ず 
ろ嫉 合に 巧; ひて 適が でもり 麦 
ず 0 これを • 2 個饼 巧! すれに を 波 
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